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〔
解
題
〕

本
稿
は
、
九
州
大
学
附
属
図
書
館
濱
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
濱
一
衛
先
生
自

筆
の
「
曲
阜
徐
州
開
封
洛
陽
西
安
旅
行
記
メ
モ
帳
」（
浜
文
庫
／
日
文
戯
曲
／

21
） 

１  

を
翻
字
し
た
も
の
で
あ
る
。
濱
文
庫
に
は
別
に
手
稿
「
曲
阜
徐
州
開
封

洛
陽
西
安
旅
行
記
」（
浜
文
庫
／
日
文
戯
曲
／
21
） 

２  

も
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、

『
言
語
文
化
論
究
』
第
二
十
五
号
（
二
〇
一
〇
年
）
に
翻
字
を
発
表
し
た 

３
。

「
メ
モ
帳
」
は
縦
15
・
6
㎝
、
横
10
㎝
の
小
さ
な
携
行
用
リ
ン
グ
式
ノ
ー
ト

で
、
一
九
三
六
年
二
月
二
十
九
日
に
北
平
を
出
発
し
た
濱
先
生
が
旅
行
の
途

上
で
書
き
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
文
字
の
乱
れ
た
部
分
は
揺
れ
る
列
車
内
で

記
し
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
旅
行
は
、
天
津
か
ら
曲
阜
、
徐
州
、
開
封
、
洛

陽
、
西
安
を
巡
っ
て
北
平
に
戻
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、「
メ
モ
帳
」
は
三
月
七

日
西
安
の
部
分
で
杜
絶
し
て
い
る
。
一
方
、「
旅
行
記
」
は
四
百
字
詰
め
原
稿

用
紙
に
清
書
さ
れ
て
お
り
、
二
つ
折
り
で
製
本
さ
れ
た
現
状
の
サ
イ
ズ
は
縦

20
・
7
㎝
、
横
15
・
4
㎝
で
あ
る
。「
旅
行
記
」
は
北
平
に
戻
っ
て
か
ら
、
あ

る
い
は
一
九
三
六
年
六
月
の
日
本
帰
国
後
に
、「
メ
モ
帳
」
を
も
と
に
執
筆
さ

れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。「
旅
行
記
」
の
文
章
は
整
理
、
推
敲
さ
れ
て
い
る
も
の

の
、
そ
の
内
容
は
「
メ
モ
帳
」
と
一
致
す
る
。
と
こ
ろ
が
、「
旅
行
記
」
が
西

安
到
着
で
中
絶
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、「
メ
モ
帳
」
に
は
西
安
の
易
俗
社
で

観
劇
し
た
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
、
最
近
気
付
い
た
。「
メ
モ
帳
」
の

記
述
と
松
浦
恆
雄
先
生
の
研
究
に
よ
り
、
濱
先
生
が
西
安
で
見
た
演
目
と
そ

の
状
況
が
特
定
さ
れ
、
ま
た
濱
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
西
安
の
戯
票
（
チ
ケ
ッ

ト
）
の
由
来
が
明
ら
か
に
な
っ
た 

４
。
こ
の
よ
う
に
「
メ
モ
帳
」
に
は
独
自

の
史
料
的
価
値
が
認
め
ら
れ
る
た
め
、「
旅
行
記
」
と
あ
わ
せ
て
翻
字
し
て
公

表
す
る
も
の
で
あ
る
。
観
劇
の
記
録
や
車
窓
か
ら
見
た
村
芝
居
の
様
子
は
２

～
３
、
６
、
９
～
10
、
15
、
55
、
62
～
64
ペ
ー
ジ
に
見
え
る
。

注ⅰ	

九
州
大
学
言
語
文
化
研
究
院
教
授

ⅱ	

九
州
大
学
人
文
科
学
研
究
院
専
門
研
究
員

1	
http:// hdl.handle.net/2324/4369967

で
公
開
。

2	
http:// hdl.handle.net/2324/4369968

で
公
開
。

3	
http:// hdl.handle.net/2324/18370

で
公
開
。

4	

松
浦
恆
雄
「
濱
文
庫
の
至
宝
：
43
枚
の
入
場
券
と
領
収
書
」（
中
里
見

敬
・
松
浦
恆
雄
編
『
濱
文
庫
戯
単
図
録
：
中
国
芝
居
番
付
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
』
福
岡
：
花
書
院
、
二
〇
二
一
）
二
六
一
～
二
六
二
頁
参
照
。

〔
凡
例
〕

一
、�

原
則
と
し
て
原
稿
の
表
記
を
尊
重
し
た
が
、
旧
漢
字
は
常
用
漢
字
に
改

め
た
。
漢
字
の
送
り
が
な
に
つ
い
て
は
、
原
稿
の
ま
ま
と
し
た
。

二
、�

句
読
点
は
お
お
む
ね
原
稿
に
従
っ
た
が
、
読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
て
、

句
読
点
を
追
加
し
た
り
、
読
点
を
句
点
に
改
め
た
箇
所
も
あ
る
。

三
、�

判
読
で
き
な
い
文
字
は
■
と
し
、
推
測
に
よ
る
翻
字
は
［ 

］
を
付
す
。

脱
字
を
補
っ
た
箇
所
に
は
〔 

〕
を
付
す
。
翻
字
者
に
よ
る
注
記
は

（ 

）
を
付
し
た
。

四
、�

メ
モ
帳
の
欄
外
に
記
さ
れ
て
い
る
列
車
の
駅
発
着
時
刻
は
、【
欄
外
】
の

注
記
を
付
し
て
、
文
中
に
挿
入
し
た
。

五
、�
注
１
前
掲
の
九
州
大
学
学
術
情
報
リ
ポ
ジ
ト
リ
で
公
開
さ
れ
て
い
る
「
メ

モ
帳
」
の
画
像
と
対
照
す
る
便
宜
を
考
慮
し
て
、
ペ
ー
ジ
ご
と
に
区
切

り
を
入
れ
た
。

濱
一
衛
著  

「
曲
阜
徐
州
開
封
洛
陽
西
安
旅
行
記
メ
モ
帳
」

中
里
見　
　
　

敬

稲　

森　

雅　

子
ⅰⅱ
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2

【
1
ペ
ー
ジ
】

二
月
二
十
九
日

七
時
前
起
床
。
直
ち
に
、
毛
布
、
歯
磨
粉
等
の
用
意
を
し
て
、
飯
庁
に
赴
く
。

特
に
お
ば
さ
ん
の
用
意
の
四
つ
卵
の
お
汁
を
頂
き
、
七
時
半
頃
、
喰
べ
終
り
、

着
物
を
換
へ
た
り
、
用
意
を
終
り
、
玉
山
に
東
站
に
電
話
を
掛
け
さ
せ
問
ひ

合
は
す
に
、
八
時
十
分
、
九
時
四
十
五
分
と
い
ふ
。
其
尋
い
で
洋
車
で
東
站

に
赴
く
。
未
だ
彼
等
同
行
来
ら
ず
と
暫
ら
く
待
ち
、
試
み
に
改
札
口
に
至
れ

ば
、
九
時
三
十
分
と
あ
り
、
驚
い
て
走
り
、
息
も
詰
ら
ん
ば
か
り
に
て
間
に

合
ふ
。
三
等
で
あ
る
。
同
行
の
海
軍
の
、
安
村
田
島
両
氏
は
一
等
に
居
る
。

十
一
時
五
十
分
天
津
老
車
站
に
至
る
。
直
ち
に
洋
車
を
僱
ひ
総
領
事
舘
に
至

ら
ん
と
す
る
に
、
洋
車
夫
誤
り
て
国
都
公
館
に
至
る
。
や
っ
と
総
領
事
館
を

見
出
し
、
西
田
副
領
事
に
会
ひ
、
執
照
を
受
取
る
。
扱
ひ
の
甚
だ
丁
寧
な
る

に
一
驚
を

【
2
ペ
ー
ジ
】

す
。
此
れ
も
奥
村
領
事
の
御
尽
力
の
賜
物
と
感
謝
す
。
領
事
館
の
近
所
の
土

産
物
店
に
て
奴
寿
司
の
所
在
を
知
り
行
く
に
、
場
所
無
し
と
断
は
ら
る
。
止

む
無
く
、
田
舎
屋
な
る
変
な
店
で
、
昼
食
を
採
る
。
私
は
親
子
丼
（
三
十
五

銭
）、
Ｎ
君
は
ニ
ギ
リ
（
五
十
銭
）
を
食
ふ
。
其
味
甚
だ
悪
く
只
だ
驚
く
ば
か

り
。
其
の
田
舎
屋
の
お
内
儀
に
聞
き
、
電
車
通
り
の
樫
村
洋
行
に
写
真
機
の

修
繕
を
頼
む
。
距
離
の
誤
差
は
直
る
が
、
レ
ン
ズ
の
輪
は
直
ら
ぬ
と
い
ふ
。

五
時
頃
出
来
る
約
束
で
其
処
を
出
で
、
森
永
の
キ
ン
デ
ー
で
コ
コ
ア
を
飲
み
、

暫
時
休
息
の
上
、
中
原
の
游
芸
場
に
行
く
。
三
層
は
落
子
館
、
四
層
は
評
戯
、

五
層
の
大
劇
場
は
二
簧
戯
、
共
通
で
二
毛
の
入
場
料
。
五
層
は
特
に
二
十
銭

の
追
加
、
落
子
館
で
落
ち
つ
い
て
聴
く
事
に
し
た
。
梅
花
調
、
平
韻
大
鼓
、

皮
黄
西
皮
、
戯
情
墜
子
等
を
聴
く
。
北
京
と
の
差
異
は
、
叫
声
が
盛
ん
な
事

と
、
子
供
（
十
四
五
才
）

【
3
ペ
ー
ジ
】

が
特
に
多
く
、
叫
声
を
為
し
て
ゐ
た
。
又
演
者
の
方
も
北
平
の
様
に
ピ
ン
ト

し
て
ゐ
な
い
で
、
ニ
ヤ
ツ
と
笑
つ
た
り
、
一
寸
愛
嬌
を
見
せ
る
。
五
時
頃
ま

で
見
た
が
、
よ
い
の
は
無
か
つ
た
。
が
、
顔
は
何
れ
も
美
し
か
つ
た
。
コ
ツ

プ
を
買
ひ
、
鐘
紡
で
兔
毛
の
靴
下
二
足
（
三
元
）
を
買
ひ
、
樫
村
に
よ
り
、

奴
寿
司
に
又
行
く
。
此
度
は
場
所
も
あ
り
、
握
り
と
板
前
を
喰
ふ
。
計
一
円

五
毛
五
分
。
五
時
半
頃
に
な
つ
た
の
で
、
洋
車
で
老
站
に
飛
ば
す
。
其
の
途

中
の
寒
い
事
、
後
で
聞
い
た
の
だ
が
零
下
十
五
度
と
い
ふ
。
駅
で
色
々
の
入

れ
ち
が
ひ
で
、
心
配
の
末
、
予
定
通
り
六
時
二
十
分
の
上
海
特
急
に
乗
る
。

二
等
寝
台
で
あ
る
（
二
十
元
余
）。
車
は
大
層
立
派
で
、
恐
ら
く
は
日
本
の
車

よ
り
立
派
で
あ
ら
う
。
便
所
も
奇
麗
し
、
毛
布
、
敷
布
の
類
も
美
し
い
。
自

分
は
落
ち
る
か
も
知
れ
な
い
と
思
ひ
、
下
段
に
ね
る
。
午
前
六
時
半
頃
起
き
、

用
意
す
る
。
朝
の
窓
よ
り
眺
め
た
感
じ
は
、
満
鉄
の
其
時
を
思
ひ
出
す
。
遠

く
か
す
ん
だ
山
々
、

【
4
ペ
ー
ジ
】

独
特
の
丁
度
朝
鮮
沖
よ
り
見
た
朝
鮮
の
様
な
感
じ
で
あ
る
。
而
も
夫
は
饅
頭

形
の
、
火
山
の
、
甲
山
（
注
：
神
戸
の
六
甲
山
）
の
様
な
感
じ
で
あ
る
。
何

と
い
ふ
駅
か
忘
れ
た
が
、
駅
前
に
ゐ
た
牛
、
山
東
牛
で
あ
る
が
、
そ
の
黄
色

い
細
面
の
顔
は
何
と
も
い
へ
な
い
気
持
の
よ
い
、
の
ん
び
り
し
た
も
の
で
、

青
島
肉
を
喰
ふ
時
は
、
之
か
ら
何
時
も
あ
の
顔
が
思
ひ
浮
ぶ
事
で
あ
ら
う
。

曲
阜
の
駅
前
の
迎
賓
館
？マ

マ

を
、
車
窓
よ
り
眺
め
た
り
し
て
、
兗
州
に
は
朝
七

時
五
十
分
着
く
。
の
こ
の
こ
車
屋
や
、
旅
館
の
客
引
き
を
追
ひ
乍
ら
、
と
う

と
う
豊
泰
楼
で
、
鶏
絲
湯
面
を
喰
ふ
。
極
め
て
ま
づ
い
。
二
十
銭
。
其
の
飯

館
の
ラ
ン
プ
に
は
目
を
引
か
る
。
衆
議
の
一
決
を
へ
て
、
鉄
路
賓
館
に
止
る

事
に
す
る
。
七
号
の
部
屋
、
一
晩
二
元
四
毛
、
三
ツ
の
床
を
入
れ
る
事
に
す

る
。
公
共
汽
車
は
午
前
八
時
に
出
て
、
午
後
三
時
頃
に
帰
る
の
で
、
駄
目
。

城
内
外
共
に
自
動
車
屋
は
無
い
と
い
ふ
の
で
仕
方
無
く
、
洋
車

で
行
く
事
に
す
る
。
来
回
一
円
五
十
仙
。
九
時
前
に
出
掛
け
、

【
5
ペ
ー
ジ
】

十
一
時
前
に
曲
阜
に
着
く
。
其
の
途
中
の
河
に
あ
る
橋
の
様
な

の
に
感
心
し
た
。
水
の
無
い
時
は
全
く
な
く
、
有
る
時
は
大
水

の
支
那
の
河
に
は
、
此
の
式
の
が
最
も
適
当
で
あ
ら
う
。【
図
】
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の
様
に
途
中
二
個
所
、
凹
ん
で
ゐ
る
。
大
理
石
の
様
な
石
で
あ
る
。
兗
州
よ

り
曲
阜
へ
の
道
は
五
間
巾
位
の
坦
々
た
る
大
道
で
、
陸
軍
二
十
師
が
修
覆
し

た
と
い
ふ
。
駅
よ
り
遠
か
ら
ぬ
所
に
、
二
十
師
兵
営
あ
り
。
其
道
は
二
里
毎

に
道
路
標
あ
り
。
三
個
の
行
亭
と
、
三
個
位
の
看
馬
路
の
詰
所
が
あ
つ
た
。

途
中
公
共
汽
車
（
新
車
の
自
動
車
）
に
会
つ
た
が
、
共
軍
用
と
い
ふ
。
土
牛

車
、
手
車
、
自
転
車
、
洋
車
等
を
看
る
。
建
設
新
曲
阜
の
標
語
の
ア
ー
チ
あ

る
門
を
抜
け
る
と
、
両
側
に
は
、
蒼
然
た
る
古
色
を
帯
び
た
家
々
が
並
ん
で

ゐ
る
。
何
れ
も
小
商
売
屋
の
様
で
あ
つ
た
。
城
門
を
入
る
時
に
、
巡
査
が
一

寸
洋
車
夫
に
訊
く
丈
で
何
も
な
か
つ
た
。
□マ

マ

徳
門
よ
り
入
り
、
遊
記
通
り
の

各
碑
を
見
学
す
る
。
大
成
殿
の
大
理
石
柱
に
驚
い
た
外
は
、
何
の

【
6
ペ
ー
ジ
】

感
慨
も
な
い
。
又
其
の
八
角
柱
と
、
彫
物
も
面
白
い
。
一
番
子
供
騙
し
の
様

な
の
は
魯
壁
で
あ
ら
う
。
其
時
ま
だ
十
二
〔
時
〕
す
ぎ
で
あ
つ
た
の
で
、
三

時
半
を
キ
ヤ
ツ
チ
す
る
可
く
車
を
急
が
せ
、
墓
に
参
り
、
帰
途
に
つ
く
。
無

事
、
二
等
車
の
人
と
な
り
、
三
時
三
十
一
分
出
、
直
ち
に
昼
食
を
と
る
。
曛

牛
肉
、
湯
、
パ
ン
、
紅
茶
で
喰
ふ
。
一
円
二
十
銭
。
徐
州
ま
で
の
汽
車
賃
は

五
円
二
十
銭
位
。
七
時
五
十
分
徐
州
着
。
途
中
、
滕
州
過
ぎ
た
所
辺
に
野
芝

居
が
あ
つ
た
。
黒
山
の
様
な
人
で
あ
つ
た
。
前
に
云
つ
た
朝
鮮
式
の
山
々
が

見
え
た
の
で
、
兵
士
と
共
に
キ
ヤ
メ
ラ
に
入
れ
た
。
兵
卒
が
二
等
車
に
［
用
］

意
し
て
居
る
等
、
甚
だ
不
謹
慎
で
あ
る
。
滕
鄒
等
の
、
懐
し
い
名
物
を
聞
き

乍
ら
、
嘗
て
の
惨
案
の
あ
つ
た
臨
城
に
つ
い
た
。
相
当
大
き
な
駅
で
あ
る
。

駅
で
物
売
り
の
姿
等
二
枚
撮
る
。
臨
城
を
過
ぎ
、
七
八
分
経
つ
て
か
ら
、
湖

水
の
大
き
い
の
が
あ
る
の
で
不
思
議
に
思
ひ
地
図
を
見
る
に
無
い
。
ボ
ー
イ

に
聞
け
ば
、
甚
么
湖
と
い
ふ
。

【
7
ペ
ー
ジ
】

黄
河
氾
濫
の
事
を
い
は
な
い
。
大
体
微
山
湖
の
氾
濫
し
た
も
の
ら
し
い
。
何

と
い
つ
て
も
支
那
は
広
い
、
大
き
い
。
一
望
々
、
大
海
の
様
子
、
中
に
大
き

な
木
が
、
い
た
し
い
姿
を
表
は
し
て
ゐ
る
。
其
下
に
大
く
の
財
産
の
類
や
人

家
、
生
命
が
失
は
れ
た
事
で
あ
ら
う
。
其
の
損
害
の
莫
大
な
事
、
想
像
の
外

に
あ
る
。
所
々
鉄
道
沿
線
二
三
百
米
の
所
辺
ま
で
、
水
が
来
て
ゐ
る
。
韓
荘

を
過
ぎ
た
所
に
、
運
河
が
あ
つ
た
。
巾
約
六
七
間
。
徐
州
に
着
く
前
に
、
巡

査
の
様
な
私
服
に
何
処
か
ら
来
、
何
処
へ
行
く
か
を
聞
く
。
私
服
が
横
へ
坐

つ
た
。
名
刺
を
呉
れ
と
い
ふ
。
四
人
の
名
刺
を
差
し
出
す
。
そ
う
云
つ
て
ゐ

る
中
に
、
一
動
揺
が
あ
つ
た
と
思
ふ
と
、
も
う
着
い
た
と
い
ふ
。
驚
い
て
下

車
の
用
意
を
す
る
と
、
三
十
分
止
ま
る
か
ら
、
周
章
て
る
な
と
い
ふ
。
下
車

後
、
よ
く
肥
え
た
巡
査
―
正
服
―
が
来
、
又
同
様
の
事
を
聞
く
。
站
よ

り
出
れ
ば
、
下
車
す
る
人
々
の
荷
物
を
調
べ
て
ゐ
る
憲
兵
の
様
［
な
］
軍
服

姿
を
見
る
。
町
全
体
が
軍
人

【
8
ペ
ー
ジ
】

の
様
に
軍
人
が
多
い
。
赤
ら
顔
の
巡
査
は
又
他
の
二
人
の
年
青
年
の
巡
査
に

交
（
注
：
わ
た
す
の
意
）
し
た
。
巡
査
の
云
ふ
言
葉
が
聞
き
難
か
つ
た
が
、

中
国
旅
行
社
が
よ
い
と
い
ふ
。
同
行
の
巡
査
二
人
と
行
け
ば
、
既
に
室
が
無

い
と
い
ふ
。
引
き
返
し
て
大
金
台
旅
館
に
行
く
。
玄
関
正
面
に
「
大
金
台
」

と
三
大
字
の
金
字
で
書
て
（
黒
漆
塗
地
）
あ
り
、
後
で
聞
い
た
の
だ
が
、
一

等
旅
館
だ
と
い
ふ
。
二
階
の
十
六
号
南
に
居
着
く
。
一
部
屋
代
が
一
円
四
十

銭
、
床
を
一
つ
増
が
二
十
銭
、
火
爐
子
が
四
十
銭
、
計
二
人
で
二
円
（
フ
ト

ン
代
と
し
て
二
十
銭
と
る
）
と
い
ふ
事
に
な
る
。
だ
か
ら
一
人
一
円
だ
。
思

へ
ば
安
い
。
優
等
の
部
屋
だ
、
と
室
内
に
印
が
あ
つ
た
。
時
間
も
相
遅
く
、

空
腹
を
覚
え
た
の
で
、
保
護
の
二
人
の
巡
査
と
共
に
横
町
の
華
北
飯
荘
に
行

く
。
二
階
の
一
間
に
通
れ
ば
、
又
ど
の
部
屋
も
軍
人
で
あ
る
。
徐
州
は
元
来

軍
事
上
要
点
で
、
孫
伝
芳
軍
の
戦
争
の
時
も
此
処
を
中
心
に
争
つ
た
と
い
ふ
。

其
昔
張
勲
が
威
張
つ
た
と
木
下
先
生

【
9
ペ
ー
ジ
】

の
旅
行
記
（
注
：
木
下
杢
太
郎
「
徐
州
―
洛
陽
」、『
地
下
一
尺
集
』
東
京
：

叢
文
閣
、
一
九
二
一
、
一
四
三
頁
。
い
ま
『
木
下
杢
太
郎
全
集
』
第
十
巻
、

東
京
：
岩
波
書
店
、
一
九
八
一
所
収
、
一
一
一
頁
）
に
あ
る
が
、
其
ん
な
感

じ
の
し
な
い
、
素
樸
な
田
舎
の
商
市
の
様
な
感
じ
で
あ
る
。
菜
単
を
持
つ
て

来
さ
せ
て
見
た
が
、
判
然
と
し
な
い
の
で
、
四
冷
菜
、
六
熱
菜
で
二
元
と
い
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ふ
の
を
採
る
。
四
人
で
一
斤
の
酒
を
飲
み
、
愉
快
に
な
る
。
食
後
聴
戯
に
行

か
ん
と
す
る
も
、
夜
の
外
出
は
、
と
、
巡
査
が
煩
さ
い
か
ら
だ
と
思
ふ
が
、

行
か
な
い
様
に
勧
め
ら
る
。
宿
へ
帰
れ
ば
既
に
十
時
、
他
の
御
両
人
女
を
呼

ぶ
相
談
を
し
て
ゐ
る
。
呼
ぶ
事
に
な
つ
た
の
で
あ
る
が
、
結
局
呼
ば
な
い
事

に
な
つ
た
様
で
あ
る
。
中
丸
君
と
同
室
に
な
り
、
十
二
時
頃
、
手
紙
な
ぞ
書

い
て
休
む
。
明
く
れ
ば

三
月
二
日

午
前
、
昨
日
と
同
じ
華
北
飯
荘
に
て
食
事
を
す
。
面
、
稀
飯
の
類
を
喰
ふ
。

小
生
と
Ｎ
君
は
城
内
の
芝
居
小
屋
を
観
る
事
に
し
、
巡
査
の
護
衛
を
一
人
で

城
内
に
出
掛
け
る
。
一
つ
益
智
と
い
ふ
電
影
と
芝
居
と
を

【
10
ペ
ー
ジ
】

並
演
し
て
ゐ
る
、
大
通
り
の
一
寸
横
へ
曲
つ
た
所
に
あ
り
、
小
さ
い
劇
場
、

平
屋
建
の
様
に
見
受
け
た
。
中
へ
は
は
入
れ
な
い
の
で
、
外
か
ら
見
て
ゐ
る

と
、
大
勢
の
野
次
馬
が
よ
つ
て
来
た
の
で
（
以
下
9
行
空
白
）

【
11
ペ
ー
ジ
】（
12
行
す
べ
て
空
白
）

【
12
ペ
ー
ジ
】

【
欄
外
】
徐
州　

三
、
四
一　

銅
山
県　

黄
口　

李
荘　

■
■　

教
会　

碭
山　

三
、
一
五　

楊
集　

三
、
三
五
（
通
過
）　

劉
提
圏
（
通
過
）
四

時　

馬
牧
集　

四
時
半　

二
十
分
着　

■　

四
時
二
十
六
分　

商
邱　

五
時
十
三
分　

五
着　

■　

五
時
十
五
分　

柳
河　

六
時
十
分
頃　

民

権
集　

六
時
三
十
八
分
着　

茶
陰　

十
三
、
四
二

三
月
二
日
。
起
床
後
、
一
同
昨
夜
の
華
北
飯
荘
に
寄
り
、
朝
食
と
し
て
（
以

下
1
行
空
白
）

銅
山
県
、
装
甲
車
あ
り
。
立
派
な
も
の
で
、
共
産
地
区
へ
運
ん
で
行
く
の
で

あ
ら
う
。
黄
口
ま
で
相
当
な
時
間
を
要
し
た
。
南
側
遥
か
に
黄
河
の
流
れ
が

光
つ
て
ゐ
る
。
黄
口
の
駅
は
全
く
の
田
舎
駅
で
は
あ
る
が
、
李
荘
の
駅
よ
り

は
立
派
で
あ
る
。
駅
の
南
側
の
窪
地
に
、
ア
ン
ペ
ラ
小
屋
あ
り
。
Ａ
氏
は
避

難
民
だ
と
い
ふ
。
そ
う
か
も
知
れ
な
い
。
沿
線
の
風
景
は
別
に
と
り
立
て
て

云
ふ
事
も
無
い
が
、
山
東
で
看
た
の
と
違
ふ
事
は
峨
々
た
る
山
が
看
あ
た
ら

な
い
事
で
あ
ら
う
。
畑
の
畔
に
は
麦
の
小
さ
い
芽
が
出
て
点
々
と
薄
緑
に
な
っ

て
ゐ
る
の
や
、
ポ
プ
ラ
の
細
長
い
枝
、
楊
柳
の
芽
が
出
て
、
紅
緑
に
な
つ
て

ゐ
る
の
も
同
一
で
あ
る
。
沿
線
両
側
は
大
概
ひ
ら
け
、
畑
に
な
つ
て
ゐ
て
、

遠
く
に
森
林
が
見
え
て
ゐ
る
。
そ
し
て
そ
の
森
林
と

【
13
ペ
ー
ジ
】

鉄
路
の
間
の
畑
の
中
に
あ
ち
こ
ち
に
大
木
が
点
在
し
て
ゐ
る
。
そ
れ
等
の
木

は
、
大
き
な
力
を
持
つ
た
関
番
の
様
な
感
が
す
る
。
李
荘
を
過
ぎ
た
時
分
、

北
側
一
千
米
位
の
所
に
教
会
式
の
建
物
が
あ
つ
た
。
何
で
あ
ら
う
か
。
修
道

院
と
い
ふ
風
の
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
各
所
に
散
在
す
る
墓
は
勝
手
に
点
在

し
て
ゐ
る
と
い
ふ
点
は
違
ふ
が
、
其
の
形
や
感
じ
は
日

本
の
と
同
じ
だ
。
汽
車
の
音
に
驚
い
て
逃
げ
走
る
騾
馬

の
子
や
、
迚
も
細
面
の
子
牛
が
広
い
畑
の
中
を
縦
横
に

走
り
廻
つ
て
ゐ
る
の
は
眼
な
れ
な
い
景
色
と
て
大
に
眼

を
引
い
た
。
街
道
を
横
切
る
、
形
【
図
】
の
車
の
通
り

行
く
の
も
面
白
い
。
其
上
に
舞
台
に
出
て
来
る
様
な
婆

さ
ん
が
悠
然
と
坐
つ
て
ゐ
る
の
も
画
に
な
つ
て
ゐ
る
。

沿
線
の
百
姓
部
落
を
通
る
と
、
よ
く
家
の
中
心
に
当
る

所
に

【
14
ペ
ー
ジ
】

【
図
】
型
の
煉
瓦
造
り
の
家
の
様
な
も

の
、
高
さ
二
階
位
の
あ
る
の
は
、
何

用
に
供
す
る
も
の
か
。
三
時
頃
、
碭

山
に
着
く
。
駅
に
ゐ
る
兵
士
の
帽
子

は
、
今
ま
で
と
異
り
、
鉄
兜
を
頂
い

て
ゐ
る
。
剣
も
着
け
て
ゐ
る
。
が
別

に
物
々
し
い
感
じ
も
し
な
い
。
唯
一
人
し
か
ゐ
な
い
精
だ
ら
う
。
駅
に
ゐ
る

物
売
り
の
梨
は
素
晴
し
い
。
一
斤
三
毛
五
と
い
ふ
。
二
個
し
か
あ
る
ま
い
。
大

き
さ
の
程
度
を
想
像
す
る
が
よ
い
。
釜
に
水
を
入
れ
て
、
三
時
十
五
分
に
出

た
。
前
か
ら
気
付
い
て
ゐ
た
の
だ
が
、
此
辺
の
家
の
屋
根
は
［
大
］
家
は
別
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と
し
て
皆
、
藁
と
土
と
交
ぜ
た
様
な
感
じ
の
も
の
で
葺
い
て
ゐ
る
。
余
り
丈

夫
で
は
あ
る
ま
い
。
駅
の
近
所
は
人
家
が
多
い
か
ら
、
多
少
感
じ
が
違
ふ
が
、

離
れ
る
と
、
相
変
ら
ず
何
の
感
じ
も
起
さ
せ
な
い
。
平
坦
な
単
調
な
も
の
で
、

一
寸
し
た
影
一
筆
で
も
無
け
れ
ば
印
象
に
は
残
ら
な
い
が
、
碭
山
か
ら
少
し

離
れ
る
と
、
多
少

【
15
ペ
ー
ジ
】

変
つ
て
来
た
の
は
両
方
の
畑
が
広
く
な
つ
て
来
た
事

だ
。
遠
く
の
山
に
所
々
見
ゆ
る
【
図
】
の
様
な
型
の

塔
、
一
物
も
留
め
な
い
大
野
原
の
中
に
物
拾
ひ
通
る

人
物
、
矢
張
り
画
の
世
界
で
あ
る
。
碭
山
を
出
て
約

五
分
、
両
側
の
畑
は
著
し
く
広
く
な
り
、
楊
集
の
手
前
辺
り
が
最
も
著
し
い
。

沿
線
の
北
側
よ
り
南
の
方
が
、
概
し
て
平

坦
で
な
い
。
一
面
の
畑
の
あ
ち
こ
ち
に
羊

の
群
が
草
を
獲
つ
て
ゐ
る
。
今
迄
照
つ
て

ゐ
な
か
つ
た
太
陽
が
其
の
半
面
を
照
ら
し

て
ゐ
る
の
も
面
白
い
。
四
時
頃
、
劉
提
圏

を
通
過
。
駅
の
南
側
に
土
城
あ
り
。
本
式

の
通
り
出
来
て
ゐ
る
。
其
中
に
は
縁
日
の

様
な
賑
ひ
で
あ
つ
た
。
野
外
劇
場
の
様
な

物
も
眼
に
つ
い
た
。
又
同
じ
様
な
景
色
が

続
い
て
行
く
。
何
う
し
た
も
の
か
劉
提
圏

を
過
ぎ
て
、
忽
ん
ど
人
畜
を
見
掛
け
ず
、

た
だ
両
側
に
広
が
る
畑
を
見
る
の
み
と
な

つ
た
。
馬
牧
集

【
16
ペ
ー
ジ
】

駅
の
南
方
に
本
城
ら
し
き
も
の
あ
り
（
約
一
千
五
百
米
）。
駅
そ
の
も
の
は
何

の
特
長
も
な
い
。
非
常
に
服
装
の
立
派
で
な
い
非
武
装
の
兵
隊
が
五
六
十
人

居
た
。
商
邱
に
つ
い
た
の
は
五
時
頃
。
駅
に
は
、
廿
六
路
廿
七
師
の
印
の
つ

い
た
兵
が
一
個
列
車
ゐ
た
。
貨
車
の
中
に
一
碗
の
菜
で
老
若
の
兵
が
饅
頭
を

た
べ
て
ゐ
た
。
ア
ハ
レ
を
留
む
る
は
、
極
く
新
式
の
自
動
車
を
載
せ
あ
る
貨

車
に
、
野
天
の
様
に
蒲
団
を
敷
い
て
寝
て
ゐ
る
。
徐
州
へ
行
く
と
い
ふ
。
恐

ら
く
共
産
軍
付
残
兵
の
交
代
で
で
も
あ
ら
う
。
駅
の
北
側
に
町
が
あ
る
様
で

甚
だ
殷
盛
で
あ
る
。
前
の
三
等
車
よ
り
降
け
る
憲
兵
を
迎
へ
に
数
人
の
―

（
注
：
某
々
の
意
味
か
）
が
来
て
ゐ
た
の
は
［
未
安
然
］
一
点
で
あ
る
。
汽
車

は
三
十
分
も
止
つ
て
、
五
時
す
ぎ
更
に
西
へ
と
走
つ
て
行
つ
た
。
柳
河
駅
で

は
又
兵
士
の
一
行
の
徐
州
へ
行
く
の
を
看
た
。
そ
れ
か
ら
は
、
夜
が
深
く
な

つ
て
来
て
窓
外
に
注
意
し
な

【
17
ペ
ー
ジ
】

か
つ
た
か
ら
小
駅
発
着
の
時
刻
に
注
意
し
な
か
つ
た
が
、
大
体
九
時
頃
開
封

に
つ
い
た
。
汽
車
の
中
で
貳
回
喰
つ
た
が
、
食
堂
車
か
ら
運
ば
せ
た
。
最
初

は
炒
飯
と
牛
尾
湯
、
鮑
魚
湯
（
清
湯
で
は
な
い
）
を
取
つ
た
。
夜
は
其
等
の

湯
と
、
炒
面
を
採
る
。
夜
の
九
時
前
後
、
開
封
に
着
く
。
巡
警
が
来
て
な
い

の
で
、
或
ひ
は
不
便
か
と
も
思
つ
た
が
、
出
口
に
憲
兵
が
旅
客
の
荷
物
を
取

調
べ
て
ゐ
る
の
で
、
我
々
は
執
照
を
提
出
し
、
公
安
局
の
巡
警
の
世
話
で
河

南
旅
社
に
着
い
た
。
大
通
り
の
実
に
立
派
な
宿
で
、
私
か
に
懐
具
合
ひ
を
心

配
し
た
。
二
階
の
上
等
の
部
屋
に
通
さ
れ
、
公
安
局
に
電
話
せ
ら
れ
て
、
三

四
人
の
巡
警
が
来
、
執
照
に
印
を
押
し
、
外
人
入
境
云
々
の
書
き
物
を
造
つ

た
。
彼
等
が
帰
つ
て
か
ら
、
十
時
二
十
分
頃
で
あ
つ
た
が
、
四
人
で
新
華
楼

と
い
ふ
風
呂
屋
に
行
く
。
立
派
な
部
屋
で
風
呂
に
入
り
、
流
し
を
呼
ぶ
（
六

分
）。
勿
論

【
18
ペ
ー
ジ
】

隣
室
に
は
二
人
の
巡
査
が
待
つ
て
ゐ
る
。
書
き
忘
れ
た
が
、
駅
よ
り
中
心
の

地
勢
へ
行
く
間
に
、
中
正
門
と
い
ふ
洋
式
の
大
き
な
門
が
あ
り
、
数
人
の
巡

警
が
番
し
て
ゐ
た
が
、
巡
警
の
一
声
で
何
ん
の
事
も
無
く
通
り
越
し
た
。
流

し
は
私
は
初
め
て
で
あ
つ
た
が
、
甚
だ
面
白
い
と
思
つ
た
。
先
づ
石
鹸
を
使

ふ
か
否
を
聞
き
、
肩
か
ら
胸
、
背
、
足
と
洗
ひ
、
後
に
板
を
し
い
て
寝
か
し

て
洗
ふ
（
六
分
）。
揚
つ
て
、
ア
メ
を
喰
べ
た
り
し
て
、
十
一
時
半
頃
宿
へ
帰

る
。
ス
ト
ー
ブ
の
調
子
も
前
の
所
よ
り
甚
だ
良
く
、
相
当
疲
れ
て
ゐ
る
の
で
、

15ページ上部に描かれた図
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恐
ら
く
よ
く
眠
れ
る
事
で
あ
ら
う
。

三
月
三
日

	

午
前
八
時
頃
起
床
。
曇
り
模
様
。
九
時
頃
よ
り
他
の
四
人
も
起
き
て
来
、

相
談
の
末
、
十
時
半
頃
よ
り
自
動
車
を
傭
ひ
、
市
内
見
物
に
出
掛
け
る
。
自

分
等
は
朝
食
と
し
て
氷
糖
蓮
子
湯
と
蓮
子
希
飯
を
喰
ふ
。

【
19
ペ
ー
ジ
】

他
の
二
人
は
鷄
絲
湯
面
を
喰
は
る
。
自
動
車
は
一
度
曲
つ
て
真
直
に
龍
亭
へ

行
く
。
先
づ
坊
を
見
る
。
両
側
に
ペ
ン
キ
を
塗
り
て
、
緑
と
紅
に
無
残
に
も

形
を
悪
く
感
ぜ
し
む
る
。
獅
子
あ
る
。
北
宋
の
遺
物
と
い
ふ
。
車
は
直
先
ぐ

に
龍
亭
に
達
す
る
。
堤
の
様
に
な
つ
て
、
両
傍
に
池
が
あ
る
。
此
の
辺
一
帯
、

宋
の
故
宮
の
遺
と
い
ふ
。
両
側
の
池
は
東
は
潘
湖
、
西
は
楊
湖
で
あ
る
。
一

番
上
の
は
礼
堂
と
あ
り
、
其
内
に
昔
玉
皇
の
像
あ
り
た
り
と
い
ふ
も
、
今
は

只
蟠
龍
の
石
墩
を
余
す
の
み
。
傳
へ
て
い
ふ
宋
藝
祖
の
宝
座
と
。
礼
堂
の
下

の
名
階
は
八
十
級
、
中
飾
り
は
六
十
四
級
、
中
間
に
蟠
龍
の
彫
刻
あ
り
。
今

は
公
園
の
如
く
な
り
、
夏
日
游
覧
の
客
多
し
と
い
ふ
。【
今
日
何
故
？
】

	

自
動
車
に
て
走
る
事
十
余
分
、
河
南
大
学
医
学
院
附
属
医
院
？マ

マ

の
牌
楼
の

下
を
抜
け
て
、
少
時
、
鉄
塔
に
至
る
。
鉄
？マ

マ

琉
璃
を
以
て
磚
成

【
20
ペ
ー
ジ
】

さ
れ
、
仏
像
、
羅
漢
、
禽
獣
（
主
と
し
て
獅
子
と
龍
）
を
模
し
、
八
稜
、
十

三
級
、
高
く
雲
霄
に
出
て
ゐ
る
。
屡
々
修
理
さ
れ
た
り
と
い
ふ
も
、
最
も
修

理
の
ま
づ
い
の
は
最
近
の
も
の
ら
し
く
、
セ
メ
ン
ト
に
て
獅
子
の
形
に
造
れ

る
も
の
等
、
殊
の
外
、
不
快
に
感
ぜ
ら
れ
る
。
全
体
非
常
に
細
身
に
て
形
も

よ
く
、
殊
に
色
々
の
配
合
甚
だ
面
白
い
。
黄
、
褐
、
緑
等
の
色
に
て
、
織
り

出
さ
れ
た
る
は
宛
然
古
錦
を
見
る
如
く
、
落
着
い
た
、
ど
つ
し
り
し
た
感
じ

を
与
へ
て
呉
れ
る
。
折
か
ら
寒
風
の
下
に
物
売
り
の
老
婆
子
供
等
と
、
傍
に

留
ま
る
細
身
の
塔
身
と
は
そ
ぞ
ろ
に
寂
し
さ
を
呼
び
起
す
。
塔
前
に
て
記
念

撮
影
等
し
、
自
動
車
を
走
ら
せ
て
博
物
館
に
至
る
。
約
十
七
八
［
分
］
見
当
。

極
く
小
形
の
博
物
館
。
元
何
に
使
つ
た
建
物
か
明
か
で
な
い
が
、
何
か
の
廟

の
後
に
ち
が
ひ
な
い
。
入
場
無
料
の
所
は
、
土
地
の
産
物
た
る
石
、
玉
、
織

物
等
、
袁
世
凱
の

【
21
ペ
ー
ジ
】

遺
品
た
る
清
朝
の
官
服
、
民
国
後
の
洋
服
の
礼
服
等
を
陳
列
し
、
甚
だ
興
味

無
し
。
更
に
進
め
ば
、
明
器
の
類
あ
り
。
其
数
豊
富
に
し
て
、
何
時
頃
の
も

の
と
も
、
又
真
偽
の
程
も
明
か
な
ら
ざ
れ
共
、
長
さ
三
四
尺
位
の
乗
馬
姿
の

武
人
の
馬
と
人
と
の
調
和
等
、
面
白
く
見
た
。
勿
論
馬
が
多
い
が
、
種
々
の

も
の
が
あ
つ
た
。
土
器
の
武
人
の
中
に
、
細
長
い
物
、
太
短
い
物
（
丁
度
万

暦
版
画
の
［
美
］
の
如
き
）
等
々
。
更
に
進
め
ば
、
二
百
文
の
入
場
料
を
取

る
所
あ
り
。
四
人
で
十
銭
を
払
ふ
。
甲
骨
の
場
所
で
、
土
器
の
銭
を
は
ぢ
め
、

種
々
の
素
焼
の
土
の
も
の
が
あ
り
、
其
次
に
、
甲
骨
の
類
が
あ
つ
た
。
拓
に

し
て
あ
る
も
の
等
は
ど
う
い
ふ
訳
か
知
ら
ぬ
が
美
し
い
艶
が
あ
り
、
文
字
の

刻
の
具
合
が
甚
だ
鮮
明
で
あ
る
。
余
程
鋭
い
物
で
刻
ん
だ
の
で
あ
ら
う
。
其

他
の
骨
類
が
あ
り
、
亀
甲
の
何
の
文
字
の
無
い
物
、
即
ち
実
際
卜
ひ
に

【
22
ペ
ー
ジ
】

使
用
す
る
も
の
は
腹
で
、
背
部
は
不
用
の
も
の
な
る
に
よ
り
、
棄
て
た
も
の

で
あ
る
と
い
ふ
風
に
、
説
明
書
が
あ
つ
た
。
又
亀
の
殻
も
あ
つ
た
。
又
昔
の

獣
類
が
如
何
に
大
で
あ
る
か
を
示
す
証
左
と
し
て
、
肋
骨
、
肩
胛
骨
の
大
き

い
も
の
、
牙
顎
等
が
あ
つ
た
。
又
貝
類
が
銭
に
使
つ
た
と
い
ふ
風
の
説
明
が

あ
つ
て
、
種
々
の
貝
類
が
あ
つ
た
。
次
は
此
地
に
有
名
な
新
鄭
の
出
土
で
、

其
昔
鄭
伯
の
墳
墓
と
い
ふ
、
新
鄭
古
物
の
あ
る
吉
金
の
部
屋
で
あ
る
。
一
番

驚
い
た
の
は
、
形
の
よ
さ
は
勿
論
で
あ
る
が
、
其
形
の
全
体
に
大
形
の
事
で
、

相
当
［
毒
物
］
が
出
て
ゐ
た
。
最
後
の
二
列
の
陳
列
棚
は
、
洛
陽
出
土
の
物

で
あ
る
。
其
室
を
出
れ
ば
碑
物
の
室
で
、
二
棟
ば
か
り
に
分
れ
て
ゐ
た
様
で
、

最
初
の
部
屋
に
は
三
体
石
経
が
あ
つ
た
様
で
あ
つ
た
が
、
拓
本
を
と
つ
て
ゐ

て
見
ら
れ
な
か
つ
た
。
碑
拓
を
売
つ
て
ゐ
る
部
屋
も
あ
つ
た
が
、
値
段
の
高

い
の
に
驚
い
た
。
又
石
経
の
あ
つ
た
場
所
の
辺
に
、
現
在
の
棺
と
同
型
の

【
23
ペ
ー
ジ
】

石
で
出
来
た
棺
が
、
特
別
の
部
屋
に
置
い
て
あ
つ
た
。
出
口
の
所
に
１
６
２

３
年
の
和
蘭
製
の
銅
（
真
鍮
）
の
大
砲
が
二
つ
あ
つ
た
。
外
国
の
文
化
の
早
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い
の
に
驚
い
た
。

	

其
処
よ
り
約
二
十
分
、
古
吹
台
の
門
あ
り
。
階
段
を
上
り
、
上
に
行
け
ば
、

農
［
軍
機
］
局
い
ふ
風
の
官
庁
に
な
つ
て
ゐ
て
、
公
開
は
し
て
な
い
。（
以
下

６
行
空
白
）

【
24
～
29
ペ
ー
ジ
】（
12
行
す
べ
て
空
白
）

【
29
ペ
ー
ジ
（
ペ
ー
ジ
数
重
複
）】

【
欄
外
】
開
封
十
四
、
二
〇　

韓
荘
鎮
着
十
四
、
四
七　

発
十
四
、
五
〇　

中
牟
県
十
五
、
〇
八　

一
〇　

白
沙
十
五
、
三
〇　

三
七　

古
城
十
五
、

五
七　

五
八　

鄭
州　

鉄
爐
十
六
、
四
八
分　

滎
陽
十
七
、
一
二
分　

汜

水
十
七
、
三
六　

鞏
県　

孝
義
十
八
、
四
五

（
徐
州－

開
封
）

汽
車
が
開
封
を
出
る
頃
に
は
当
り
の
景
色
は
全
然
変
つ
て
ゐ
た
。
一
面
落
莫

た
る
感
じ
が
し
、
当
り
は
全
く
砂
漠
同
然
で
あ
る
。
冬
の
名
残
の
細
い
樹
が

而
も
ま
ば
ら
に
生
え
、
水
溜
り
の
あ
る
の
も
、
曇
つ
た
空
の
色
合
ひ
と
共
に

心
に
沁
み
る
寂
し
さ
が
あ
る
。
開
車
後
十
五
分
も
経
た
ざ
る
に
既
に
砂
漠
の

様
な
感
じ
で
、
線
路
に
向
つ
て
、
痩
せ
細
つ
た
驢
馬
が
満
身
の
荷
物
を
負
ひ
、

全
衣
裳
を
被
つ
た
か
と
思
は
れ
る
程
太
々
と
着
物
着
た
馬
子
に
引
か
れ
て
ゐ

る
。
樹
々
の
少
な
い
と
い
ふ
点
は
南
側
は
北
側
よ
り
ひ
ど
い
様
で
あ
る
。
二

十
四
五
分
経
つ
と
、
一
面
畑
に
な
つ
て
ゐ
る
。
丁
度
其
頃
南
側
の
赤
土
広
野

に
小
さ
い
豚
が
人
も
付
い
て
ゐ
ず
に
草
を
喰
つ
て
ゐ
る
。
異
景
は
其
の
傍
に

一
群
の
鳥
が
何
か
を
啄
ん
で
ゐ
る
。［
其
］
豚
の
方
も
何
の
害
を
加
へ
様
と
も

し
て
ゐ
な
い
。
韓
荘
の
駅
で
は
駅
の
垣
根
に
人
が
眼
差
し
に
並
び
、
木
の
根

に
は
煙
草
を
吹
か
し
て
汽
車
を
眺
め
て
ゐ
る
。
駅
の
附
近
の
家
は
赤
土
で
全

部
が
出
来
て
ゐ
る
様
で
、
前
方
に
キ
ビ
の

【
30
ペ
ー
ジ
】

様
な
も
の
で
囲
つ
て
ゐ
る
。
其
所
に
一
寸
う
い
女
の
子
が
安
い
布
の
褲
子
を

着
て
、
母
親
ら
し
き
に
連
れ
ら
れ
て
立
つ
て
ゐ
る
。
沿
線
の
北
側
は
道
も
な

い
様
な
所
に
足
跡
や
車
の
跡
が
あ
り
、
此
辺
特
有
の
前
輪
の
小
さ
い
一
輪
車

珍
ら
し
。
一
枚
の
板
で
丸
く
し
た
物
の
様
で
あ
る
。
一
人
の
白
鬚
の
老
翁
が

八
手
の
大
き
い
様
な
も
の
を
悠
然
と
引
い
て
歩
い
て
ゐ
る
。
恐
ら
く
枯
藁
を

集
め
て
ゐ
る
の
で
あ
ら
う
。
其
ん
な
景
色
を
あ
ち
此
処
で
眺
め
る
。
水
溜
り

に
な
つ
て
ゐ
る
所
を
埋
め
る
為
で
あ
ら
う
、
盛
に
十
人
位
の
土
方
が
土
を
運

ん
で
ゐ
る
。

	

三
時
五
分
頃
に
な
る
と
、
両
側
に
は
一
面
広
々
と
し
た
麦
畑
に
点
々
と
黒

い
影
の
百
姓
の
姿
を
認
め
た
。
村
落
に
は
瓦
作
り
の
此
辺
に
は
立
派
な
祠
が

見
ゆ
る
。
何
の
用
に
供
す
る
の
か
、
あ
ち
こ
ち
に
可
成
り
離
れ
た
距
離
に
、

円
形
の
墓
を
低
く
し
た
様
な
物
が
あ
る
。
隣
の
人
に
聞
け
ば
、
肥
料
を
積
ん

で
あ
る
と
い
ふ
。

【
31
ペ
ー
ジ
】

恐
ら
く
土
を
堆
積
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。
此
辺
に
も
一
昨
日
汽
車
の
中
で
見

た
種
籾
の
四
輪
車
が
あ
る
。
二
頭
の
牛
が
、
引
い
て
ゐ
る
。

	

滎
陽
を
過
ぐ
る
頃
よ
り
、
地
形
に
や
や
変
化
あ
り
。
汽
車
は
暫
く
掘
抜
き

の
間
を
通
る
。
而
も
南
方
遥
か
に
一
連
の
山
脈
を
見
る
。
其
中
右
手
に
見
え

る
山
の
上
に
は
城
塁
の
如
き
環
状
形
の
如
き
も
の
が
見
ゆ
。
そ
も
何
山
か
、

又
北
方
に
も
又
二
連
の
低
き
山
々
あ
り
。
北
側
に
色
も
新
し
き
石
造
の
楼
門

如
き
も
の
あ
り
。
三
門
に
て
門
の
戸
は
黒
塗
り
、
四
方
に
柏
樹
の
廻
し
あ
れ

ば
恐
ら
く
、
墳
墓
な
ら
ん
も
、
鉄
路
に
正
対
す
る
如
き
、
も
う
一
寸
し
な
ん

と
か
な
ら
な
い
も
の
か
。

	

滎
陽
を
過
ぎ
て
十
数
分
、
地
勢
高
く
、
一
帯
黄
土
の
山
の
如
し
。
或
ひ
は

窟
居
の
家
も
あ
る
ま
い
か
と
思
ふ
中
、
北
側
に
一
帯
の
窟
居
地
帯
あ
り
。
門

の
如
き
全
く
普
通
の
門
の
如
、
両
開
扉
に
て
黒
塗
り
、
対
子
等
を
張
り
た
り
。

【
32
ペ
ー
ジ
】

又
、
院
子
等
を
持
つ
も
の
あ
り
。
車
窓
よ
り
、
１
／
300
に
て
撮
る
も
結
果
は

知
れ
ず
。
其
次
の
駅
に
つ
く
を
見
れ
ば
、
即
ち
汜
水
な
り
。
駅
は
南
側
の
上

を
切
り
取
り
た
る
様
な
所
に
あ
り
。
折
柄
窓
の
下
に
人
声
あ
り
。
何
か
と
見

れ
ば
、
十
二
三
人
男
子
あ
り
。
頻
り
に
可
憐
を
叫
ぶ
の
で
あ
ら
う
。
窓
越
し

な
れ
ば
聴
き
取
り
難
し
。
根
気
よ
く
既
に
十
分
、
未
だ
そ
れ
を
止
め
ず
。
仏

心
を
起
し
恵
ま
ん
と
す
れ
ど
、
既
に
発
車
す
。
止
む
を
得
ず
、
デ
ツ
キ
に
出
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で
て
投
ず
。
汜
水
を
過
ぐ
れ
ば
、
風
景
は
全
く
異
り
、
特
に
北
方
に
窟
居
家

屋
多
く
、
未
だ
見
ざ
る
光
景
の
事
と
て
、
暫
し
唖
然
と
眺
む
。
既
に
し
て
両

方
共
に
崛
々
た
る
黄
土
の
崖
に
し
て
、
皆
真
直
に
屹
立
す
。
又
極
く
短
き
ト

ン
ネ
ル
あ
り
。
と
に
か
く
、
一
帯
の
両
側
悉
く
人
家
に
し
て
、
Ａ
氏
云
ふ
。

飛
行
機
よ
り
此
の
地
勢
を
見
れ
ば
、
一
帯
畑
あ
れ
ど
も
、
人
家
な
し
と
報
告

す
る
人
あ
る
や
も
知
れ
ず
と
。
さ
も
あ
ら
ん
。
ト
ン
ネ
ル
を
出
づ
れ
ば
禁
止

【
33
ペ
ー
ジ
】

行
人
通
行
山
洞
の
立
札
あ
り
。
山
峡
の
広
く
る
所
に
至
れ
ば
、
遥
か
北
側
に

黄
河
を
望
む
。
地
を
利
用
す
る
事
極
端
に
し
て
、
鉄
路
の
両
側
な
る
二
三
尺

分
の
所
に
も
麦
等
植
え
あ
り
。
平
地
よ
り
暖
き
精
か
、
青
々
と
よ
く
成
長
し

て
ゐ
る
。［
長
約
］
十
の
一
分
［
頃
］
に
至
れ
ば
、
土
地
の
下
り
坂
に
な
り
た

る
の
精
か
、
全
速
力
に
て
走
る
。

	

遠
く
煌
々
た
る
電
光
見
ゆ
れ
ば
何
か
と
思
ふ
中
、
即
ち
西
安
発
の
快
車
が

鞏
駅
に
止
つ
て
ゐ
る
の
が
見
え
た
。
石
炭
を
袋
に
入
れ
た
も
の
を
ド
ン
ゴ
ロ

ス
に
入
れ
た
の
は
二
組
が
、
驢
馬
に
積
ん
で
沢
山
駅
に
集
め
て
ゐ
る
。
此
処

に
市
の
要
［
大
］
の
兵
器
廠
が
あ
る
と
い
ふ
事
は
駅
の
感
丈
で
は
判
ら
な
い
。

六
時
四
十
五
分
、
汽
車
は
孝
義
に
到
着
し
た
。
丁
度
其
時
、
中
山
服
の
支
那

人
が
、
外
国
人
を
連
れ
て
入
つ
て
来
た
。
言
葉
で
す
ぐ
独
乙
人
と
判
つ
た
が
、

憲
兵
の
取
調
に
よ
つ
て
、
ソ
レ
ハ
「
ラ
イ
ン
コ
フ
」

【
34
ペ
ー
ジ
】

と
い
ふ
兵
工
廠
の
技
師
の
様
で
あ
つ
た
。
聞
く
所
に
よ
る
と
、
こ
の
工
廠
で

は
、
毒
ガ
ス
等
の
化
学
兵
器
を
造
つ
て
ゐ
る
と
い
ふ
。
孝
義
の
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
よ
り
見
る
と
、
北
側
に
大
き
な
煙
突
―
煙
を
吐
い
て
ゐ
る
―
と
、
明

か
〳
〵
と
し
た
電
耀
が
光
り
見
え
る
。

	

洛
陽
の
手
前
の
駅
ら
し
き
に
二
三
十
分
停
車
し
て
、
次
に
止
つ
た
の
が
洛

陽
站
で
あ
る
。
駅
に
電
灯
無
く
ア
ー
ク
灯
の
み
の
様
で
あ
つ
た
が
、
駅
に
は

極
く
暗
い
電
灯
が
あ
つ
た
。
下
車
、
出
站
の
時
に
は
憲
兵
巡
査
等
あ
り
、
執

照
の
提
出
を
せ
ま
ら
る
。
名
刺
を
出
し
、
そ
の
ま
ま
直
ぐ
、
大
金
台
旅
館
に

行
く
。
木
下
杢
太
郎
氏
も
嘗
て
宿
ま
ら
れ
た
所
。
木
下
氏
の
章
に
あ
る
通
り

（
注
：
木
下
杢
太
郎
「
徐
州
―
洛
陽
」、『
地
下
一
尺
集
』
東
京
：
叢
文
閣
、
一

九
二
一
、
一
六
四
頁
。
い
ま
『
木
下
杢
太
郎
全
集
』
第
十
巻
、
東
京
：
岩
波

書
店
、
一
九
八
一
所
収
、
一
三
二
頁
。
ほ
か
に
同
全
集
第
十
巻
所
収
「
河
南

風
物
談
」
九
八
頁
、
お
よ
び
第
十
四
巻
所
収
「
洛
陽
及
び
鞏
縣
」
三
九
〇
頁

に
も
大
金
台
に
つ
い
て
の
記
述
あ
り
）、
実
に
酷
く
、
案
内
さ
る
ま
ま
の
部
屋

は
寒
く
、
眼
も
当
て
ら
れ
ず
、
止
む
を
得
ず
二
十
七
号
と
い
ふ
部
屋
（
一
元

二
毛
）
に
四
人
止
る
事
に
し
た
。
蒲
団
は
上
下
で
二
毛
と
い
ふ
。
そ
れ
で
各
々

よ
い
の
を
二
枚
、
追
加
さ
す
。
値
段
を
気
に
し
て
却
て
持
つ
て
来
な
い
。
結

局
よ
い
の
が
八
枚
更
に
揃
は
な
い
の
で
あ
る
。

【
35
ペ
ー
ジ
】

仕
方
無
く
悪
い
の
を
上
に
重
ね
て
寝
る
。
木
炭
の
暖
房
で
あ
る
。
午
前
八
時

前
に
起
床
。
今
日
始
め
て
煖
炉
の
有
難
さ
を
知
る
。
午
前
九
時
半
頃
よ
り
、

先
づ
Ａ
氏
が
鄭
州
領
事
よ
り
頂
い
た
督
察
専
署
の
宋
秘
書
長
へ
の
紹
介
状
を

携
へ
、
公
署
に
赴
く
。
先
づ
裏
の
部
屋
に
待
た
さ
れ
、
後
、
応
接
室
に
通
さ

る
。
五
十
格
好
、
士
官
学
校
の
出
身
と
い
ふ
。
士
官
学
校
を
出
で
、
こ
の
年

輩
で
第
十
区
と
か
の
秘
書
長
で
は
大
し
た
人
物
で
は
あ
る
ま
い
。
用
事
は
早

く
心
得
て
ゐ
て
、
劉
先
生
と
い
ふ
人
が
其
部
屋
に
表
は
れ
、
我
を
案
内
し
て

ゐ
て
呉
れ
る
事
に
な
つ
た
。
十
時
頃
よ
り
、
洋
車
七
台
を
連
ね
、
巡
査
三
人

が
自
転
車
に
乗
り
、
劉
先
生
と
も
う
一
人
巡
査
が
洋
車
に
の
り
、
龍
門
へ
と

行
く
。

	

大
金
台
旅
館
の
横
手
を
北
へ
行
き
、
城
壁
側
ひ
に
右
に
折
れ
、
更
に
北
へ

折
れ
る
と
城
門
に
至
る
。
城
内
の
規
模
小
さ
く
、
形
も
変
で
、

【
36
ペ
ー
ジ
】

到
底
、
其
昔
の
盛
況
等
は
想
像
す
る
事
も
出
来
な
い
。
場
内
に
入
れ
ば
道
路

狭
隘
に
し
て
、
通
行
人
も
悉
く
綿
服
に
て
、
婦
人
の
華
美
な
の
を
見
な
い
事

は
開
封
と
一
様
で
あ
る
が
、
一
般
の
生
活
程
度
は
更
に
低
く
か
る
可
く
、
今

日
此
の
町
の
民
生
の
程
度
も
思
ひ
知
ら
れ
る
。
間
も
無
く
、
洋
車
は
公
署
に

着
い
た
。

	

公
署
を
出
た
洋
車
は
軌
を
並
べ
て
、
細
く
て
悪
い
道
路
を
、
曲
り
曲
り
進
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ん
で
行
く
。
今
朝
か
ら
食
事
も
せ
ざ
る
事
と
て
、
乗
車
前
に
買
つ
た
落
花
生

を
喰
ひ
つ
つ
、
道
路
を
見
る
に
、
町
の
中
心
部
な
る
ら
し
く
、
相
当
賑
か
な

通
り
を
通
る
。
商
場
、
中
州
飯
荘
等
の
前
を
通
る
。
よ
く
眼
に
立
つ
は
、
食

物
店
の
多
い
事
に
て
、
餅
の
様
な
も
の
を
多
く
売
つ
て
ゐ
る
。
又
城
門
を
一

つ
越
す
と
、
竹
細
工
屋
が
多
く
眼
に
立
つ
。
極
く
大
き
い
運
送
用
の
籠
か
ら
、

手
提
げ
の
籠
、
玩
具
の
籠
等
、
中
に
は
欲
し
い
と
思
ふ
も
の
も
あ
つ
た
。
其

時
前
方
に
空
砲
の
音
等
し
、
何
事
か
と
思
ふ
。
巾
帽
子
に
鉢
巻
せ
る
多
数
の

中
国
兵
が

【
37
ペ
ー
ジ
】

演
習
の
最
中
で
あ
つ
た
。
最
も
奇
抜
な
の
は
、
模
型
タ
ン
ク
の
滑
稽
で
、
芝

居
の
大
道
具
式
に
出
来
て
ゐ
て
、
中
に
人
が
居
る
事
で
あ
る
。
阪
を
越
え
る

と
、
川
の
堤
に
な
る
。
洛
水
は
相
当
の
広
さ
の
水
の
美
し
い
、
底
の
石
の
数

も
読
ま
れ
る
程
の
美
し
さ
で
、
相
速
い
流
れ
で
流
れ
て
ゐ
る
。
や
が
て
来
た

渡
船
に
人
力
車
、
自
転
車
等
と
共
に
一
行
は
対
岸
に
渡
さ
れ
た
。
川
を
渡
れ

ば
其
処
は
一
面
の
砂
地
で
、
洋
車
の
走
行
を
助
け
る
為
め
、
又
徒
歩
で
少
時

歩
く
。
上
流
の
方
に
か
の
天
津
橋
が
あ
る
と
い
ふ
が
、
見
当
ら
な
い
。
や
が

て
車
の
人
と
な
り
一
時
間
余
、
関
帝
廟
に
着
い
た
。
遠
く
よ
り
眺
む
れ
ば
、

赤
壁
で
大
き
い
環
状
形
に
な
つ
て
囲
ま
れ
て
ゐ
る
が
、
二
間
オ
キ
位
に
破
れ
、

其
囲
み
の
中
に
、
森
の
黒
い
塊
り
と
な
つ
て
見
え
る
。
横
か
ら
道
を
進
み
、

廟
の
正
面
に
出
る
。
正
面
の
両
側
に
、
大
き
い
獅
子
あ
り
、
其
の
獅
子
面
白

い
は
、
背
中
に
二
匹
の
子
獅
子
が
は
ひ
上
つ
て
ゐ
る
様
な
形
に
な
つ
て
ゐ
る
。

大
門
を
過
ぐ
れ
ば
、
其
処
に
大
き
い

【
38
ペ
ー
ジ
】

御
殿
が
あ
り
、
中
心
に
関
公
が
あ
る
。
芝
居
に
見
る
様
な
赤
い
顔
で
無
く
、

普
通
の
顔
で
あ
つ
た
の
で
、
意
外
の
感
じ
が
し
た
。
何
時
の
も
の
か
知
ら
な

い
が
、
清
朝
の
も
の
で
で
も
あ
ら
う
。
極
め
て
他
愛
も
な
い
も
の
で
あ
る
。

其
の
御
殿
の
向
つ
て
左
側
に
あ
る
の
は
、
五
虎
将
軍
の
塑
像
を
祭
り
あ
り
、

関
公
を
中
心
に
、
趙
雲
、
張
飛
、
黄
忠
（
２
字
分
空
格
）
等
あ
り
。
正
殿
の

後
へ
案
内
さ
る
ま
ま
、
奥
へ
進
め
ば
、
後
の
大
き
な
御
殿
の
間
に
、
籠
に
の

つ
た
文
人
の
如
き
あ
り
。
矢
張
り
関
公
の
道
行
の
姿
だ
さ
う
だ
。
一
番
奥
に

は
、
又
関
羽
の
金
粉
面
の
像
あ
り
。
こ
の
方
が
前
殿
の
よ
り
よ
い
様
に
思
は

れ
た
。
こ
れ
で
終
つ
た
と
思
ふ
と
、
案
内
人
は
こ
の
後
方
に
関
公
の
墳
あ
り

と
。
即
ち
進
め
ば
漢
寿
亭
と
横
書
の
牌
の
後
に
饅
頭
あ
り
。

	

関
公
廟
を
過
ぎ
て
一
時
間
、
車
は
特
別
に
飲
食
店
の
多
い
所
で
停
つ
た
。

向
ふ
を
眺
む
れ
ば
、
河
の
■
面
が
あ
る
。
両
方
か
ら
の
丘
陵
が
其
河
で
区

【
39
ペ
ー
ジ
】

切
ら
れ
て
ゐ
る
。
劉
先
生
に
聞
け
ば
向
ふ
が
龍
門
だ
と
い
ふ
。
其
処
で
昼
食

す
る
事
に
し
、
一
椀
づ
つ
の
麺
を
取
る
。
鶏
蛋
面
だ
と
い
ふ
。
随
分
奇
体
な

味
の
す
る
取
り
所
の
な
い
麺
で
、
箸
は
竹
を
割
つ
た
ま
ま
の
相
当
物
凄
い
も

の
で
あ
つ
た
。
Ｎ
君
は
半
椀
を
も
口
に
す
る
を
得
な
か
つ
た
。
自
分
は
腹
も

減
つ
て
ゐ
た
事
と
て
、
一
椀
を
旨
く
平
げ
た
。
一
椀
が
十
五
銭
だ
と
聞
き
、

同
行
の
劉
先
生
は
驚
く
と
共
に
相
当
憤
慨
し
て
ゐ
た
。
食
後
休
息
す
る
暇
も

無
く
、
河
沿
に
、
山
の
切
れ
目
に
向
つ
て
進
ん
で
行
く
。
余
り
よ
く
な
い
道

の
途
中
に
、
工
事
中
の
所
あ
り
。
相
当
歩
き
難
か
つ
た
。［
伊
］
河
は
す
ん
で

水
美
し
く
、
丁
度
日
本
の
宇
治
川
の
辺
り
を
大
［
概
］
に
し
た
も
の
の
如
く
、

遥
か
河
向
ふ
に
見
え
る
寺
の
内
、
手
前
に
見
え
る
方
は
香
山
寺
だ
と
い
ふ
。

向
ふ
に
見
え
る
の
は
、
名
を
知
ら
ぬ
と
劉
先
生
は
云
つ
た
。
此
方
の
岸
の
や

や
高
い
所
に
山
門
が
あ
る
。
潜
渓
寺
だ
と
い
ふ
。
其
辺
り
よ
り
伊
水
の
眺
望

は
又

【
40
ペ
ー
ジ
】

格
別
で
、
遠
く
香
山
寺
を
遠
景
と
し
、
伊
水
の
流
れ
を
前
景
に
美
し
い
清
流

に
一
羽
凝
つ
と
首
も
動
か
さ
ず
、
鷺
の
様
な
鳥
が
立
つ
て
ゐ
る
。
劉
先
生
に

何
ん
と
い
ふ
鳥
か
と
聞
く
と
、
自
分
も
知
ら
な
い
が
、
北
平
語
の
老
等
（
北

海
に
よ
く
ゐ
る
）
で
、
魚
が
来
る
ま
で
、
何
等
ま
で
も
待
つ
て
ゐ
る
の
だ
と
。

賓
陽
洞
の
前
だ
と
記
憶
す
る
が
、
一
間
の
房
子
が
あ
り
、
其
の
前
の
景
色
も

又
格
別
に
よ
い
も
の
で
あ
つ
た
。

	

で
は
、
ぼ
つ
ぼ
つ
龍
門
の
石
仏
の
感
想
記
を
書
か
う
。
三
窟
か
ら
成
り
立

つ
て
ゐ
る
。
第
一
の
洞
は
正
面
に
巨
大
な
座
仏
が
あ
る
。
右
手
を
挙
げ
、
左



言語文化論究 47

113

10

手
を
膝
に
置
い
て
ゐ
る
が
、
何
ん
と
い
ふ
仏
か
知
ら
な
い
。
其
の
両
側
に
は
、

各
二
つ
の
脇
侍
が
立
つ
て
ゐ
る
。
非
常
に
注
意
を
惹
い
た
の
は
天
井
の
飛
天

の
群
像
で
あ
つ
た
。
琵
琶
や
筆
を
持
つ
た
姿
が
、
甚
だ
よ
い
。
そ
し
て
其
彩

色
も
面
白
い
。
勿
論
元
来
あ
つ
た
も
の
か
、
後
世
に
つ
け
た
も
の
か
、

【
41
ペ
ー
ジ
】

何
れ
に
し
て
も
、
濃
い
朱
色
が
と
て
も
魅
惑
的
で
あ
つ
た
。

	

第
二
窟
は
賓
陽
洞
で
あ
る
。
是
は
北
魏
の
も
の
で
、
龍
門
石
仏
中
の
雄
だ

と
い
ふ
。
此
処
の
天
井
の
図
柄
も
第
一
洞
の
も
の
と
同
じ
図
柄
と
思
ふ
。（
以

下
９
行
空
白
）

【
42
～
44
ペ
ー
ジ
】（
12
行
す
べ
て
空
白
）

【
45
ペ
ー
ジ
】

【
欄
外
】
観
音
堂　

張
茅
八
時
一
八　

二
十　

交
口
八
、
三
四　

三
六　

会
興
県
八
、
五
〇　

五
二　

陝
州
九
、
一
六　

二
四　

大
営
九
、
四
七　

霊
宝
十
、
十
一　

常
家
湾
十
、
四
六　

閿
郷
県
十
一
、
〇
八　

二
八　

盤

豆
鎮
一
二
、
〇
三　

閿
底
鎮　

一
二
、
二
六　

潼
関
一
二
、
五
三　

一

三
、
一
四　

華
陰　

華
州
一
四
、
三
七　

渭
南
一
五
、
三
五　

四
二　

臨

潼
一
六
、
四
〇

三
月
六
日

	

二
時
半
に
起
さ
れ
（
以
下
４
行
空
白
）

夜
の
明
く
る
を
待
ち
、
窓
外
の
景
色
を
眺
む
れ
ば
、
地
形
急
に
し
て
、
一
面

黄
土
の
山
に
し
て
、
地
勢
極
め
て
急
に
し
て
、
而
も
各
所
に
点
在
的
に
洞
あ

り
。
八
時
十
八
頃
、
観
音
堂
に
着
く
。
急
坂
を
滑
る
事
馬
よ
り
も
走
く
、
五

十
分
頃
に
な
つ
て
、
南
側
に
水
の
無
い
河
が
見
ゆ
る
。
最
も
奇
怪
に
感
ず
る

は
、
あ
ち
こ
ち
に
あ
る
、
黄
土
の
太
い
木
の
様
に
な
つ
た
も
の
で
、
中
に
は

人
家
の
角
に
あ
る
の
も
あ
る
。
又
人
家
に
離
れ
た
所
に
あ
る
も
の
も
あ
る
。

【
46
ペ
ー
ジ
】

	

交
口
は
ホ
ン
の
田
舎
の
小
駅
で
あ
る
ら
し
い
。
人
の
乗
降
す
る
様
子
も
無

い
。
駅
の
構
内
に
は
牛
引
き
が
数
頭
を
可
愛
い
と
い
は
ん
ば
か
り
に
、
大
切

に
い
つ
く
し
ん
で
ゐ
る
。
此
ん
な
牛
を
河
南
山
東
と
運
ん
で
人
手
に
渡
す
感

じ
は
、
ど
ん
な
で
あ
ら
う
。
枕
木
を
修
理
し
て
ゐ
る
。
赤
壁
の
田
舎
家
の
里

居
の
前
の
壁
に
尽
忠
報
国
、
勿
忘
国
恥
と
書
い
て
ゐ
る
。
此
ん
な
所
に
ま
で

宣
伝
の
手
が
届
い
て
ゐ
る
。
国
民
の
排
日
感
情
を
取
り
除
く
の
は
簡
単
な
仕

事
で
は
あ
る
ま
い
。
交
口
を
過
ぎ
た
高
地
か
ら
は
、
先
刻
の
河
が
相
当
の
距

離
に
相
変
ら
ず
、
底
を
表
は
し
て
ゐ
る
。
此
辺
に
な
つ
て
き
て
珍
し
い
の
は
、

黄
土
が
永
年
の
浸
蝕
に
よ
つ
て
、
丁
度
地
図
の
模
型

の
様
に
一
段
と
低
く
な
つ
て
ゐ
る
。
其
の
一
段
の
広

い
狭
い
に
よ
つ
て
ス
ロ
ー
プ
の
緩
急
が
あ
る
。
赤
土

の
柱
に
は
其
の
先
に
塔
の
様
な
形
の
【
図
】
が
つ
い

て
ゐ
る
。
恐
ら
く
仏
教
関
係
の
も
の
で
で
も
あ
ら
う
。

【
47
ペ
ー
ジ
】

	

会
興
県
は
相
当
大
き
な
停
車
場
で
控
線
等
あ
り
。
駅
の
近
所
は
今
迄
と
異

り
地
形
が
平
面
的
に
な
り
、
特
に
南
方
へ
は
極
く
緩
い
カ
ー
ブ
の
平
原
を
成

し
、
先
程
の
河
に
連
つ
て
ゐ
る
。
一
寸
気
付
い
た
の
だ
が
、
此
辺
一
帯
の
人

は
眼
が
は
れ
ぼ
つ
た
く
細
い
。
勿
論
一
か
は
眼
（
注
：
一
重
ま
ぶ
た
）
の
様

で
あ
る
。
顔
は
皆
浅
黒
い
。
昨
日
か
ら
可
成
り
曇
つ
て
ゐ
た
が
、
朝
に
な
つ

て
愈
々
曇
つ
て
来
た
。
次
の
駅
に
つ
く
間
に
一
小
駅
に
つ
い
た
が
、
標
示
が

な
か
つ
た
の
で
判
ら
な
か
つ
た
。

	

陝
州
は
想
像
以
上
に
大
き
い
駅
。
実
弾
を
籠
め
た
憲
兵
が
二
人
の
赤
匪
を

厳
重
に
結
へ
て
駅
へ
降
し
た
。
駅
に
は
物
売
り
も
あ
り
、
女
の
姿
も
見
え
る
。

恐
ら
く
姑
娘
の
類
と
見
受
け
た
。
出
口
の
所
に
は
沢
山
の
人
が
立
つ
て
、
只

ボ
ー
ツ
と
駅
の
中
の
賑
ひ
を
見
て
ゐ
る
。
陝
州
の
町
は
、
壁
を
隔
て
て
判
然

伺
へ
な
い
が
、
多
く
の
人
家
の
家
屋
根
の
窺
う
所
か
ら
想
像
す
れ
ば
、
立
派

な
町
な
の
で
あ
ら
う
。
駅
の
北
側
に
は
大
き
な
近
代
的
工
場
も
見
え
、
黒
煙

を
揚
げ
て
ゐ
る
。

【
48
ペ
ー
ジ
】

河
南
省
に
は
黒
い
建
築
用
の
煉
瓦
が
沢
山
あ
る
様
だ
が
、
特
に
此
の
辺
は
多

い
様
で
あ
る
。
所
々
未
だ
焼
て
な
い
そ
れ
が
美
し
く
積
ま
れ
て
ゐ
る
。
此
辺

に
な
る
と
車
中
か
ら
黄
河
が
見
え
る
。
鄭
州
辺
り
と
違
ふ
の
か
、
思
つ
た
よ
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り
狭
い
。
七
八
町
の
巾
し
か
な
い
様
で
あ
る
。
水
も
多
く
な
い
。
陝
州
を
過

ぎ
た
辺
り
か
ら
、
黄
河
の
恵
み
を
受
け
て
ゐ
る
精
か
畑
の
麦
は
青
々
と
し
て

ゐ
る
。
沿
線
の
両
側
は
よ
く
開
墾
さ
れ
た
畑
で
あ
る
。

	
大
営
は
小
駅
、
陝
州
の
附
近
程
で
は
な
い
が
、
相
当
に
畑
は
耕
さ
れ
て
ゐ

る
。
南
北
は
北
向
き
へ
山
脈
に
な
り
、
其
北
側
の
山
の
方
が
恐
ら
く
黄
河
で

あ
ら
う
。
何
れ
も
可
成
り
の
距
離
で
あ
る
。
眺
望
は
極
め
て
平
凡
で
、
何
の

趣
も
な
い
。

	

霊
宝
は
今
迄
に
な
い
立
派
な
駅
。
駅
の
北
側
に
は
恐
ら
く
黄
河
で
あ
ら
う

が
、
見
え
、
数
百
米
南
方
に
は
城
壁
が
見
え
る
。
駅
と
城
壁
の
間
の
手
前
に
、

大
き
な
近
代
工
場
が

【
49
ペ
ー
ジ
】

あ
る
。
城
壁
に
見
ゆ
る
城
門
は
、
嘗
て
撫
順
あ
た
り
で
見
た
の
と
同
じ
様
な

黒
の
［
砦
式
］
の
も
の
で
あ
る
。
禹
王
廟
と
あ
る
大
き
な
楼
が
見
え
、
其
壁

に
は
擁
護
蒋
委
員
長
の
［
宣
伝
］
語
が
あ
る
。
城
の
向
ふ
側
の
山
の
上
に
は
、

塔
の
様
な
極
く
背
の
高
い
も
の
が
見
ゆ
る
。
駅
を
出
て
少
時
、
川
を
越
ゆ
る

所
に
、
天
下
の
険
、
函
谷
関
が
あ
る
筈
で
あ
る
。
三
層
の
城
門
の
如
き
あ
り
、

上
に
横
書
き
に
函
関
と
あ
り
。
汽
車
は
右
に
広
々
と
し
た
黄
河
を
見
、
左
に

黄
土
を
絶
壁
に
切
り
落
し
た
山
壁
で
あ
る
。
今
は
ぢ
め
て
眼
の
当
り
黄
河
を

見
る
。
折
柄
の
曇
り
日
に
対
岸
も
見
え
ず
、
水
の
無
き
瀬
は
砂
漠
の
如
く
、

水
の
あ
る
所
は
大
海
の
如
く
、
此
の
決
壊
す
る
時
の
被
害
の
甚
大
な
る
事
は
、

眼
前
に
此
河
を
見
て
始
め
て
知
ら
る
。
南
側
の
山
々
は
全
く
不
毛
の
地
ら
し

く
、
稀
に
見
ゆ
る
一
、
二
本
の
木
も
、
枯
れ
切
つ
て
ゐ
る
。
其
ん
な
所
に
も

所
々
村
落
が
あ
る
。
一
体
彼
等
は
何
に
よ
つ
て
生
活
し
て
ゐ
る
の
で
あ
ら
う
。

其
頃
よ
り
、
高
地
を
上
り
つ
つ
あ
る
ら
し
く
、

【
50
ペ
ー
ジ
】

ス
ピ
ー
ド
が
落
ち
て
来
た
。
南
側
に
大
き
な
山
脈
の
見
ゆ
る
、
よ
り
此
方
は

小
さ
な
畑
地
を
な
し
、
其
の
平
原
と
山
脈
と
の
間
に
峡
谷
が
あ
る
様
で
あ
る
。

北
側
の
黄
河
も
、
も
う
平
野
の
向
ふ
に
見
え
な
く
な
つ
た
。

	

暫
く
眠
つ
て
眼
が
醒
む
る
と
、
閿
郷
県
で
あ
る
。
此
駅
屹
立
せ
る
黄
土
の

山
の
下
に
あ
り
、
北
側
に
遥
か
に
黄
河
が
見
え
る
。
が
一
向
に
町
ら
し
き
も

の
は
見
え
な
い
。
駅
に
祖
母
、
母
、
娘
と
三
代
の
人
ら
し
き
が
、
皆
日
本
式

に
ホ
ー
被
り
し
て
立
つ
て
ゐ
る
。
祖
母
と
母
と
は
上
下
黒
で
あ
る
が
、
娘
は

真
赤
の
上
衣
に
す
み
れ
色
の
褲
子
、
水
色
の
靴
下
、
靴
で
立
つ
て
ゐ
る
。
安

物
の
白
粉
と
、
化
粧
が
下
手
の
為
め
、
顔
が
拙
く
見
え
る
が
、
瓜
実
の
可
愛

い
い
顔
を
し
て
ゐ
る
。
年
の
頃
十
五
六
で
で
も
あ
ら
う
。
テ
ク
テ
ク
と
子
供

の
様
に
歩
く
の
が
迚
も
可
愛
い
。

	

閿
郷
を
過
ぎ
て
も
別
に
景
色
に
何
の
変
化
も
な
い
。
今
度
は
両
方

【
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共
に
黄
土
の
山
々
で
あ
る
。

	

潼
関
に
近
づ
け
ば
黄
河
が
近
づ
く
に
見
え
、
北
平
の
箭
楼
の
如
き
大
規
模

の
も
の
見
え
、
又
城
門
ら
し
き
も
の
も
今
迄
も
未
だ
見
ざ
る
大
規
模
の
も
の

に
て
、
こ
の
城
市
の
人
家
も
瓦
葺
の
堂
々
た
る
も
の
に
て
、
こ
の
人
家
の
稠

密
よ
り
看
て
、
此
の
町
の
陝
西
へ
の
重
要
地
点
な
る
を
想
像
す
る
を
得
る
。

駅
の
南
側
を
見
る
に
、
か
の
瀧
沢
さ
ん
（
注
：
瀧
澤
俊
亮
）
の
画
に
あ
つ
た

穴
居
の
図
が
見
え
る
。
こ
こ
の
穴
は
、
今
ま
で
見
た
様
な
整
つ
た
立
派
な
門

も
あ
り
、
土
塀
も
あ
る
と
い
ふ
も
の
で
無
く
て
、
極
め
て
貧
弱
で
あ
る
。
又

駅
の
極
く
近
く
に
見
ゆ
る
家
の
二
階
の
障
子
は
元
禄
形
の
碁
盤
に
紙
を
貼
つ

て
あ
る
の
も
日
本
を
見
る
様
で
あ
る
。
洞
の
前
に
は
、
あ
ち
こ
ち
人
が
立
つ

て
ぼ
ん
や
り
列
車
を
眺
め
て
ゐ
る
。
駅
の
出
入
り
口
に
は
群
衆
が
相
変
ら
ず

ぼ
ん
や
り
眺
め
て
ゐ
る
。

	

華
陰
車
站
に
つ
け
ば
、
眼
前
に
華
山
が
見
え
る
。
沿
線
に
は
其
辺
に
水
田

【
52
ペ
ー
ジ
】

が
あ
り
、
小
川
の
流
る
等
、
聖
山
の
前
景
を
な
し
て
ゐ
る
。
其
辺
に
小
さ
い

城
が
あ
り
、
又
南
側
の
沿
線
に
、
石
神
石
馬
の
類
が
下
半
身
を
土
中
に
埋
め

て
立
つ
て
ゐ
る
。
華
山
よ
り
ず
つ
と
沿
線
に
は
南
方
に
巍
峨
た
る
山
脈
が
続

き
、
折
柄
の
曇
り
空
に
薄
墨
の
様
に
見
え
る
。
北
方
に
は
欅
？マ

マ

の
木
が
白
い

皮
を
つ
け
、
垂
直
に
寂
し
げ
に
立
つ
て
ゐ
る
。
木
々
の
間
に
は
、
整
然
た
る

畑
が
続
き
、
そ
れ
が
無
限
に
北
の
方
へ
の
び
て
ゐ
る
。
牛
車
は
日
本
の
大
八
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車
位
の
大
さ
の
輪
の
が
眼
に
立
つ
。
そ
う
し
た
牛
車
は
二
匹
の
牛
に
薄
緑
に

な
つ
た
畑
の
間
を
縫
つ
て
ゐ
る
。
黄
河
の
豊
富
な
恵
み
を
受
け
た
畑
は
、
広
々

と
し
、
際
限
が
見
え
な
い
程
に
の
び
て
ゐ
る
。
畑
を
耕
す
牛
は
人
の
乗
つ
た

鋤
を
引
い
て
ゐ
る
様
も
、
日
本
に
見
ら
れ
る
の
と
同
じ
で
あ
る
。
多
少
其
の

巾
は
広
い
が
、
広
い
野
中
に
草
を
猟
る
牛
、
平
籠
を
持
つ
て
人
蔭
の
全
く

【
53
ペ
ー
ジ
】

無
い
野
中
に
、
懐
し
げ
な
顔
で
な
が
め
る
子
供
、
辺
狭
の
地
に
も
春
の
来
た

事
を
思
は
せ
る
。

	

華
州
と
あ
る
が
、
何
れ
が
華
山
か
想
像
も
附
か
な
い
。
何
れ
を
見
て
も
華

山
と
思
は
れ
る
底
の
山
々
が
連
々
と
続
い
て
ゐ
る
。
駅
は
高
台
に
あ
つ
て
、

（
欠マ

マ

）　
（
１
行
空
白
）

	

臨
潼
に
至
る
。
南
方
遥
か
に
驪
山
を
望
む
。
堂
々
た
る
煉
瓦
造
り
の
支
那

式
の
房
屋
に
て
、
駅
に
詰
む
る
隊
は
、
丁
度
日
本
式
と
同
じ
飛
白
の
褲
子
を

穿
き
、
畑
を
耕
す
農
夫
の
耕
具
も
今
日
日
本
で
使
用
し
つ
つ
あ
る
の
と
全
く

同
じ
で
、
河
南
省
に
て
使
用
す
る
巾
広
き
も
の
と
全
く
同
一
で
な
い
。
南
面

の
方
の
山
が
驪
山
で
、
今
日
は
何
の
危
険
も
無
い
と
、
帰
路
是
非
行
き
た
い

と
思
ふ
。

	

灞
橋
？マ

マ

は
鉄
路
の
南
側
に
見
ゆ
。
橋
台
平
直
に
し
て
、
橋
梁
の
塁
頗
る

【
54
ペ
ー
ジ
】

太
し
。
其
長
約
三
丁
位
、
石
造
か
と
見
ゆ
。
一
端
に
破
れ
た
る
牌
楼
あ
り
。

	

五
時
五
十
五
分
汽
車
は
西
安
に
着
く
。
其
前
よ
り
沿
線
に
し
て
城
壁
あ
り
。

其
の
雄
大
な
る
事
、
北
京
城
と
相
並
ぶ
可
く
、
隋
唐
の
世
に
築
か
れ
た
り
と

い
へ
ば
、
或
ひ
は
弘
法
大
師
も
遠
く
黄
土
平
野
の
中
に
、
こ
の
城
壁
を
眺
め
、

其
の
文
化
の
雄
偉
に
尊
敬
の
念
を
惜
ま
な
か
つ
た
で
あ
ら
う
。

	

下
車
す
れ
ば
既
に
公
安
局
員
あ
り
。
旅
行
者
の
案
内
人
あ
れ
ば
荷
物
托
し
、

迎
へ
の
自
動
車
に
の
る
。
女
学
生
の
風
の
婦
人
も
ト
ラ
ン
ク
を
底
か
ら
調
べ

ら
れ
て
ゐ
た
。
我
々
の
自
動
車
も
巡
査
に
よ
つ
て
阻
め
ら
れ
、
執
照
の
提
出

を
要
求
さ
る
。
執
照
を
出
す
と
、
そ
れ
を
自
動
車
の
エ
ン
ヂ
ン
胴
の
上
で
一

枚
一
枚
、
要
項
を
写
し
て
ゐ
る
。
十
数
分
の
後
、
自
動
車
は
放
た
れ
、
宏
壮

な
旅
行
社
の
門
を
く
ぐ
る
。
玄
関
に
つ
い
た
時
に
は
、
一
番
先
に
こ
の
費
用

の
大
な
ら
ん
に
度
肝
を
抜
か
る
。
我
々
は
一
一
三

【
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号
に
入
る
。
バ
ス
便
所
共
に
一
室
の
中
に
あ
り
。
其
の
堂
々
た
る
に
驚
く
。

夜
は
易
俗
社
に
行
く
筈
な
り
し
も
、
次
の
日
の
疲
労
を
慮
り
、
中
止
に
す
る
。

飯
庁
に
行
け
ば
、
一
半
は
仕
切
ら
れ
て
宴
会
場
と
な
つ
て
ゐ
る
。
聞
け
ば
楊

虎
城
夫
人
の
請
宴
と
い
ふ
。
定
食
を
喰
ひ
、
一
風
呂
あ
び
て
十
二
時
頃
就
寝
。

三
月
七
日

	

午
前
オ
ー
ト
ミ
ル
の
朝
食
を
終
へ
、
十
時
半
頃
よ
り
自
動
車
を
傭
ひ
、
城

外
へ
出
る
。
西
関
よ
り
出
る
の
で
あ
る
。
城
内
の
道
路
広
く
、
両
側
の
家
々

の
様
子
よ
り
見
て
、
元
来
か
く
あ
つ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
家
々
は
多
く
青
ペ

ン
キ
に
塗
ら
れ
、
二
階
の
ま
ど
は
紙
ば
か
り
に
て
、
日
本
の
長
屋
風
と
同
様

で
あ
る
。
途
中
、
鐘
楼
鼓
楼
を
眺
め
、
西
関
を
出
る
。
暫
く
し
て
、
更
に
外

城
の
門
あ
り
。
出
で
た
側
に
は
広
大
な
る
飛
行
場
あ
り
。
欧
亜
航
空
会
社
白

塗
り
の
雄
姿
を
見
せ
て
ゐ
る
。
其
他
小
さ
い
二
三
の
飛
行
機
も
あ
つ
た
。
軍

用
機
で
あ
ら
う
。
徐
州
か
ら

【
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の
隴
海
線
の
途
中
、
銅
山
県
で
装
甲
自
動
車
を
見
た
の
を
始
め
と
し
て
、
数

回
に
渡
つ
て
軍
隊
の
移
動
を
看
た
。
そ
れ
と
同
じ
様
に
、
西
安
に
於
て
も
咸

陽
へ
の
途
中
、
全
武
装
し
た
軍
隊
の
移
動
を
何
回
と
な
く
見
た
。
面
白
い
の

は
、
背
中
に
洗
面
器
を
つ
け
た
の
や
、
雨
傘
を
つ
け
た
の
や
が
あ
つ
た
り
、

一
隊
の
後
方
に
も
兵
站
で
あ
ら
う
、
米
や
麺
粉
の
外
、
鉄
鍋
等
々
、
天
秤
で

前
後
に
担
た
の
が
ゐ
る
。【
眉
注
：
練
兵
場
に
接
続
し
た
広
地
に
は
、
カ
ー
キ

色
の
小
天
幕
】
城
外
へ
出
て
も
同
様
、
一
面
の
立
派
な
道
路
で
、
三
橋
鎮
を

過
ぎ
て
、
渭
河
に
着
く
。
左
手
に
咸
陽
が
見
え
る
。
河
に
は
目
下
仮
橋
あ
り
。

仮
橋
の
上
手
に
橋
を
建
設
中
で
あ
る
。
其
の
橋
で
は
、
乗
客
と
自
動
車
は
別
々

に
渡
ら
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
一
間
余
り
の
仮
橋
の
上
を
、
馬
の
車
や
種
々

の
車
が
輻
輳
し
て
、
戦
場
の
様
で
あ
る
。
其
ん
な
橋
に
塁
を
盛
る
様
な
仕
事

も
兵
士
が
や
つ
て
ゐ
る
。
城
外
関
な
し
の
道
路
の
近
く
で
［
咸
な
］
鉄
路
の
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修
理
等
も
兵
隊
が
や
つ
て
ゐ
た
。
渭
水
を
渡
り
、
自
動
車
は
ス
ピ
ー
ド
を
増

し
て
、
途
中
沢
山

【
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の
古
墳
墓
を
左
右
に
見
な
が
ら
、
周
の
康
王
の
墓
を
過
ぎ
、
間
も
な
く
右
に

折
れ
、
正
面
に
セ
メ
ン
塗
り
新
式
の
周
文
武
陵
と
赤
地
に
白
で
横
書
き
に
し

た
門
の
前
に
降
り
、
徒
歩
で
中
へ
進
む
。
小
学
校
に
な
つ
て
ゐ
て
、
礼
堂
と

あ
る
教
室
で
は
頭
を
オ
カ
ツ
パ
に
し
た
男
の
子
が
二
十
人
程
ゐ
て
、
休
憩
中

の
様
で
あ
つ
た
。
其
の
正
面
に
は
赤
ヌ
リ
の
木
主
三
個
が
あ
り
、
中
心
は
周

文
王
、
右
が
武
王
、
左
が
周
公
と
あ
つ
た
。
其
の
裏
に
は
小
山
が
あ
り
、
前

周
文
王
―
の
石
が
あ
り
、
其
の
小
山
を
越
え
る
と
、
武
王
の
そ
れ
が
あ
る
。

相
前
後
し
て
並
ん
で
ゐ
る
訳
で
あ
る
。
文
王
の
墳
墓
の
上
よ
り
下
を
眺
む
れ

ば
、
武
王
の
墓
の
前
の
石
碑
の
前
の
左
右
に
八
個
の
明
清
代
の
碑
が
煉
瓦
で

囲
ま
れ
て
ゐ
た
。
何
ん
と
い
つ
て
も
三
千
年
四
千
年
の
古
蹟
で
あ
る
為
、
全

く
其
の
香
を
失
つ
て
ゐ
る
。
例
へ
ば
、
其
の
建
物
に
し
て
も
古
く
も
明
代
、

大
概
は
清
代
の
修
理
で
あ
つ
て
、
別
に
何
の
意
味
も
無
い
。
唯
、
全
体
が
墓

地
と
い
つ
て
も
よ
い
。
其
地
方
の
緩
や
か
な
平
原
に
青
い
芽
が
一
面
に
生
え

た
辺
り
を
眺
め
る
時
、
何
人
も
想
を
憶
昔
に
回
へ
さ
な
い
人
が
あ
ら
う
か
。

文
王
の
徳
を
称
へ
、
紂
王

【
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を
悪
ん
だ
民
が
、
今
に
も
其
辺
か
ら
出
て
来
そ
う
に
思
は
れ
る
。
一
面
に
は

人
の
子
一
人
居
ら
ず
、
稀
に
思
ひ
が
け
な
い
所
に
、
男
の
子
が
籠
提
げ
て
、

草
等
を
と
つ
て
ゐ
る
。
彼
等
の
生
活
に
は
、
政
治
の
善
悪
等
問
題
で
は
あ
る

ま
い
。
現
在
の
政
治
に
何
の
興
味
、
と
い
ふ
よ
り
、
関
心
の
無
い
彼
等
、
数

千
年
の
昔
で
も
大
体
同
じ
様
に
社
会
生
活
に
無
関
心
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

そ
ん
な
事
を
考
へ
て
ゐ
る
中
に
、
自
動
車
は
右
側
に
大
き
な
墓
―
案
内
の

督
察
は
漢
の
将
軍
の
墓
と
い
ふ
【
眉
注
：
成
王
】
―
を
眺
め
乍
ら
、
自
動

車
は
悪
道
を
物
凄
い
音
を
立
て
乍
ら
走
つ
て
ゐ
る
。
新
し
い
道
路
な
の
か
ど

う
か
、
上
が
軟
い
ら
し
く
、
ス
ピ
ー
ド
が
出
な
い
。
部
落
の
あ
る
所
を
通
る

と
、
犬
が
猛
烈
な
勢
で
自
動
車
に
向
つ
て
走
る
。
何
度
あ
つ
と
云
つ
た
か
知

れ
な
い
。
自
動
車
が
珍
し
い
の
で
あ
ら
う
。
突
進
し
て
来
る
犬
は
、
必
ず
自

動
車
と
競
争
す
る
。
そ
し
て
自
動
車
の
前
へ
来
た
が
る
。
俄
に
ハ
ツ
ト
す
る
。

時
に
は
小
豚
ま
で
が
同
じ
様
に
不
格
好
に
追
ひ
か
け
て
来
る
。

【
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間
も
無
く
遠
く
に
小
山
と
い
ふ
よ
り
築
山
と
い
ふ
風
な
も
の
が
見
え
る
。
其

の
内
に
止
つ
た
。
矢
張
り
学
校
に
な
つ
て
ゐ
る
。
学
校
の
学
生
ら
し
き
物
珍

し
げ
に
我
々
を
眺
め
て
ゐ
る
。
其
の
築
山
の
様
な
の
は
、
色
々
の
石
を
巧
み

に
と
は
い
へ
な
い
不
細
工
に
配
置
し
て
あ
つ
て
、
其
の
山
の
上
に
男
女
の
塑

像
が
あ
る
。
護
衛
に
来
て
く
れ
た
巡
査
は
知
ら
な
い
と
云
ふ
。
其
の
築
山
の

あ
ち
こ
ち
に
、
石
獣
の
類
の
非
常
に
素
樸
な
の
が
あ
ち
こ
ち
に
あ
つ
て
霍
公

墓
と
説
明
が
つ
い
て
ゐ
た
。
山
を
下
り
る
と
、
其
処
に
霍
去
病
の
墓
と
知
る

可
く
、
墓
石
が
あ
つ
た
。
矢
張
り
清
代
の
人
が
書
い
た
墓
碑
で
あ
る
。
其
の

向
つ
て
左
手
に
も
石
獣
が
あ
つ
た
。
即
ち
我
々
は
霍
公
墓
の
裏
側
よ
り
入
つ

た
訳
で
あ
つ
た
。
門
を
出
づ
る
と
、
左
の
方
に
衛
青
の
墓
が
あ
る
と
印
し
て

あ
る
。
更
に
自
動
車
に
の
つ
て
進
む
事
数
丁
、
右
手
に
大
き
な
墓
が
見
え
、

其
の
前
に
新
し
い
控
へ
屋
が
あ
つ
た
。
墓
の
正
面
に
は
二
列
に
戴
天
仇
（
注
：

戴
季
陶
、
号
は
天
仇
）
や
于
右
任
等
の
政
府
要
人
の
手
植
の
柏
が
あ
り
、
正

面
に
漢
孝
武
帝
墓
？マ

マ

と
石
墓
が
あ
る
。
隷
書
で
立
派
に
印
さ
れ
て
ゐ
る
。
此

れ
は
此
の

【
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間
来
、
新
聞
に
出
て
ゐ
た
何
千
年
祭
か
を
し
た
時
の
建
物
で
あ
ら
う
。
墓
の

遥
か
右
手
に
は
今
見
て
来
た
ば
か
り
の
霍
去
病
、
衛
青
の
墓
が
小
さ
く
二
つ

見
え
て
ゐ
る
。
一
面
青
い
若
草
が
生
え
、
遠
く
武
帝
の
偉
業
を
偲
ぶ
に
ふ
さ

は
し
い
。
自
動
車
は
一
直
に
南
進
し
、
大
道
を
東
に
進
み
、
十
数
分
余
に
し

て
、
馬
跑
泉
に
至
る
。
道
路
を
距
て
て
斜
め
に
巾
の
井
戸
の
大
き
い
様
な
る

泉
あ
り
。
北
側
は
既
に
枯
れ
、
泥
沼
の
如
し
。
南
側
の
も
の
は
清
い
水
湧
き
、

数
人
の
婦
人
が
洗
濯
等
し
て
ゐ
た
。
泉
に
向
つ
て
右
側
に
は
、
上
半
部
の
欠

け
た
唐
太
宗
云
々
の
碑
石
あ
り
。
明
の
建
設
で
あ
る
。
自
動
車
は
更
に
阿
房

宮
に
進
む
。
咸
陽
城
外
を
迂
回
し
て
、
元
の
如
く
、
歩か

ち
わ
た
り渡

に
出
る
。
例
に
よ
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つ
て
、
我
々
は
自
動
車
よ
り
先
に
、
橋
を
渡
る
。
橋
を
渡
つ
て
暫
ら
く
し
て
、

驢
馬
の
鳴
声
。
偖さ

而て

は
自
動
車
に
ひ
か
れ
で
も
し
た
か
と
思
へ
ば
、
一
人
の

四
五
十
才
の
男
が
河
へ
は
ま
つ
て
橋
桁
を
つ
か
ま
へ
、
し
き
り
に
叫
ん
で
ゐ

た
。
物
見
高
い
支
那
人
の
事
と
て
、
ま
た
た
く
間
に
一
杯
の
人
だ
か
り
と
な

り
、
棒
切
れ
を
持
つ
て
救
助
に
行
く
も
の
、［
遣
方
］
無
く

【
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眺
め
て
ゐ
る
者
等
、
支
那
式
の
暢
び
や
か
な
一
騒
ぎ
あ
つ
て
、
自
動
車
は
阿

房
宮
に
向
ふ
。
約
三
十
分
余
に
し
て
阿
房
宮
と
て
自
動
車
は
停
つ
た
。
辺
り

に
は
何
物
も
無
く
、
青
草
の
一
面
に
生
え
、
緩
や
か
な
平
原
は
際
し
も
無
く

続
い
て
ゐ
る
。
あ
ち
こ
ち
に
黄
い
土
で
覆
つ
た
井
戸
が
見
え
る
。
眼
前
に
は

秦
の
遺
物
だ
と
い
ふ
石
像
が
上
半
部
を
折
ら
れ
て
太
短
い
短
大
な
姿
を
示
し

て
ゐ
る
。
こ
ん
な
様
子
で
は
、
昔
へ
の
雄
大
さ
を
偲
ぶ
よ
す
が
も
な
い
。
あ

ち
こ
ち
に
と
て
つ
も
な
い
大
き
な
礎
石
が
無
数
に
あ
り
、
此
処
か
ら
此
処
ま

で
が
阿
房
宮
の
物
だ
と
説
明
し
て
呉
れ
る
と
思
つ
て
ゐ
た
の
は
大
き
な
間
違

ひ
で
あ
つ
た
。
ど
う
も
我
々
は
日
本
式
に
考
へ
て
い
け
な
い
。
秦
と
い
へ
ば

三
千
年
も
昔
の
時
代
で
あ
る
。
何
も
な
い
の
が
当
然
な
の
で
あ
る
。
行
く
時

に
宿
の
ボ
ー
イ
が
黄
土
而
已
と
繰
り
返
へ
し
行
く
な
と
い
つ
た
の
も
無
理
は

な
い
。
我
々
は
余
り
に
も
取
り
留
め
の
無
い
風
景
に
佇
然
と
し
て
、
更
に
黄

塵
を
蒙
つ
て
真
白
に
な
つ
た
自
動
車
に
乗
り
込
ま
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
約

四
十
分
、
自
動
車
は

【
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宿
の
門
に
着
い
た
。
全
身
鼻
の
穴
か
ら
足
の
先
き
ま
で
全
身
真
黄
に
な
つ
た
。

早
速
一
風
呂
あ
び
て
、
次
の
日
に
備
ね
ば
な
ら
な
い
。

	

浴
後
一
行
は
疲
れ
た
と
云
て
、
外
出
し
な
い
。
自
分
は
豫
て
聞
い
て
ゐ
た

易
俗
社
を
見
ん
為
め
、
八
時
前
宿
を
出
た
。
附
添
ひ
の
巡
警
が
全
部
世
話
を

し
て
呉
れ
る
。
易
俗
社
の
花
牌
楼
の
前
に
、
切
符
売
り
場
が
あ
る
。
前
排
が

四
十
銭
で
あ
る
。
門
を
く
ぐ
る
と
真
黒
で
人
の
影
も
見
え
な
い
。
少
し
進
む

と
、
胡
弓
の
高
い
音
と
、
梆
子
の
音
が
聞
え
て
来
た
。
驚
い
た
。
野
天
で
演

じ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
様
子
は
大
体
北
平
の
下
等
劇
場
と
同
様
な
も
の
で
、

天
井
は
ア
ン
ペ
ラ
様
の
も
の
を
張
り
、
満
員
で
一
番
前
の
極
く
悪
い
場
所
し

か
な
い
。
上
手
の
方
で
あ
る
の
で
、
太
い
柱
に
邪
魔
さ
れ
て
、
見
え
難
い
。

茶
を
持
つ
て
来
る
、
北
平
の
通
り
で
あ
る
。
舞
台
の
正
面
中
心
に
は
、
今
晩

中
班
、
淝
水
之
戦
と
書
い
て
あ
る
。
現
在
演
つ
て
ゐ
る
の
が
其
れ
か
ど
う
か

も
分
ら
な
い
。
舞
台
で
は
大
花
臉
で
あ
ら
う
、
大
き
な
そ
れ
こ
そ
北
平
で
見

ら
れ
な
い
大
型
の
刀
を
面
白
く
あ
つ
か
つ
て
、

【
63
ペ
ー
ジ
】

芝
居
を
し
て
ゐ
る
。
兎
に
角
、
通
し
狂
言
で
あ
つ
て
途
中
か
ら
見
た
為
め
、

其
の
ス
ト
ー
リ
が
完
全
に
分
ら
な
い
。
小
生
も
老
生
も
出
る
。
青
衣
も
出
た
。

王
天
民
で
あ
る
。
迚
も
美
し
い
。
白
の
甘
さ
、
細
い
眼
の
魅
力
、
小
生
の
王

仲
易
と
の
濡
れ
場
で
不
信
々
と
い
ふ
所
等
、
十
分
の
色
気
で
あ
つ
た
。
遠
目

で
は
つ
き
り
と
は
判
ら
な
い
が
、
三
十
才
は
越
し
て
ゐ
る
の
だ
ら
う
。
大
形

の
フ
ク
ラ
ミ
あ
る
舞
台
顔
で
、
人
気
の
あ
る
の
も
無
理
は
な
い
。
武
浄
の
立

廻
り
振
、
形
を
変
に
動
か
す
所
、
白
の
具
合
、
等
々
に
、
何
処
か
素
の
様
な
、

昔
な
が
ら
の
様
が
あ
る
。
老
旦
も
肩
を
動
し
て
―
普
通
の
老
旦
も
、
少
し

は
動
か
さ
う
が
、
こ
ん
な
に
ひ
ど
く
は
な
い
。
山
西
梆
子
、
直
隷
梆
子
に
も

こ
ん
な
所
は
あ
ら
う
か
。
二
人
の
小
花
臉
の
出
る
芝
居
が
あ
つ
た
が
、
芝
居

は
旨
く
、
面
白
く
見
ら
れ
た
。
こ
ん
な
立
派
な
芝
居
を
持
つ
て
ゐ
る
、
当
地

の
文
化
の
古
い
根
底
を
持
つ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
事
を
想
像
出
来
る
。
一
体

西
皮
調
が
、
秦
腔
か
ら
来
た
と
い
ふ
青
木
先
生
（
注
：
青
木
正
児
）
の
説
は

決
し
て
根
拠
の
な
い
も
の
で
は
な
い
。
現
在
の
西
皮
の
中
に
、
其
の
腔
調
の

一
端
を
聞
き
取
る
事
が
出
来
る
。
楽
器
は
、
二
丁
の

【
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胡
弓
と
梆
子
、
其
他
は
現
在
の
皮
黄
と
大
差
は
な
い
。
上
手
に
胡
弓
二
丁
が

ゐ
て
、
他
は
皆
下
手
に
居
る
。
元
来
易
俗
社
に
は
自
分
の
舞
台
が
あ
る
の
だ

さ
う
だ
が
、
目
下
修
理
中
だ
と
い
ふ
。
現
在
や
つ
て
ゐ
る
劇
場
は
野
外
劇
場

で
あ
る
為
で
あ
ら
う
か
、
舞
台
が
迚
も
高
く
、
カ
ブ
リ
に
ゐ
れ
ば
、
舞
台
の

役
者
の
上
半
身
だ
け
し
か
見
え
な
い
。
西
安
一
と
い
ふ
丈
で
あ
つ
て
、
役
者

の
技
義
も
立
派
な
も
の
で
あ
り
、
衣
裳
も
上
海
製
の
立
派
な
も
の
で
あ
つ
た
。
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行
頭
、
小
道
具
等
、
皮
黄
と
忽
ん
ど
異
る
所
は
な
い
。
唯
々
衙
内
の
机
の
上

の
道
具
が
多
少
と
も
異
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
形
が
変
つ
て
ゐ
る
丈
で
あ
る
。

今
日
の
秦
腔
は
決
し
て
元
来
の
夫
で
は
な
い
で
あ
ら
う
が
、
其
の
大
半
の
趣

は
備
へ
て
ゐ
る
の
で
あ
ら
う
。
我
們
は
最
初
に
夫
を
聞
い
た
時
に
、
全
然
耳

訓
れ
な
い
も
の
に
少
し
も
思
は
な
か
つ
た
。
芝
居
の
動
作
立
廻
り
等
、
全
く

皮
黄
等
と
同
じ
で
山
西
梆
子
や
直
隷
梆
子
の
皮
黄
と
異
る
程
の
大
差
は
な
い
。

其
昔
、
魏
長
生
が
秦
腔
を
招
来
し
た
と
い
ふ
の
も
、
今
日
の
様

【
65
ペ
ー
ジ
】（
以
下
空
白
）

付
記

	

翻
字
の
発
表
、
お
よ
び
図
版
の
掲
載
に
あ
た
り
、
九
州
大
学
附
属
図
書
館

よ
り
格
別
の
ご
配
慮
を
賜
っ
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

	

本
研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費21 K00328

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。

「
曲
阜
徐
州
開
封
洛
陽
西
安
旅
行
記
」（『
言
語
文
化
論
究
』
第
二
十
五
号
、
二

〇
一
〇
年
）
正
誤
表

	

19
頁
上
段
19
行　
（
誤
）
閔
郷
県　
　
（
正
）
閿
郷
県

	

19
頁
下
段
12
行　
（
誤
）
華
陽
駅　
　
（
正
）
華
陰
駅

図
１　

曲
阜
孔
廟
で
の
メ
モ
（
配
置
図
）

図
２　

１
９
３
６
年
３
月　

開
封
永
安
舞
台
で
の
メ
モ
（
楽
器
の
配
置
）

１
梆
子
、
２
月
琴
、
３
京
胡
、
４
大
鑼
（
不
大
）、
５
小
鑼
、
６
単
皮
鼓
、
７
三
線



言語文化論究 47

107

16

図
５

（
右
）
１
９
３
６
年
３
月
７
日　

西
安　

易
俗
社　

戯
票
（
浜
文
庫
／
集
181
／
14
）

（
左
）
１
９
３
６
年
３
月　

西
安　

関
中
三
意
社　

戯
票
（
浜
文
庫
／
集
181
／
14
）

図
４　

１
９
３
６
年
３
月
４
日　

開
封
永
安
舞
台　

戯
票
（
浜
文
庫
／
集
181
／
12
）

図
３　

１
９
３
６
年
３
月
４
日　

開
封
永
安
舞
台
で
の
メ
モ

「
本
園　

三
月
四
日　

日
戯　

南
蛮
救
父
、
一
本
紫
金
鐲
」

三
■
■　

上
手
（
玉
振
）　

下
手
（
金
声
）

正
面　

現
身
説
法

（
永
安
舞
台
新
築
落
成
誌
［
書
］
中
華
民
国
二
十
五
年
季
張
月
）


